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は じめに

現代社会において私たちを取 り囲む生活環境 は、1990年 代を境 に、急速に変化 してきた。

核家族化 ・IT革 命 ・ポータブルオーデ ィオの発達等 により個人化が進 み、コ ミュニケー

シ ョン能力 ・意欲 ・集 中力 ・問題解決能力の低下が問題視 され、更 に協調性 の欠落 が叫ば

れている。

これ らは個人化が進んだことに より、人 との触れ合いや 、自分 自身の感情や意見 を表現

す る力が不足 しているために起 こりうる問題で あ り、学校教育の現場に も大 きく影響 して

いる。 こ うした問題 は学級崩壊につながるだけではな く、暴力で解決 しようとした り、周

囲 とうま くコミュニケーシ ョンをとれない事か ら 「うつ病」や 「引きこもり」に代表 され

る精神的 な病に発展 した りす るケースも少な くない。

しか しなが ら現代の教育現場では、この ような社会現象 に対応 したカ リキュラムや授業

づ くりが確立 されていない現状がある。

そこで これ らの問題 を解決す る為 に、学校教育の現場に 「アー トマネー ジメン トの要素

を取 り入れ た総合芸術である音楽劇 に取 り組む」 とい うことが、有効な一つの手段 である

と考 えた。 「音楽劇」の導入に関 しては、従来か ら教育現場 で行われてきているが、「アー

トマネージメン ト」 とい う視点で実践 されてい る例 は、現在の ところ筆者 は把握 していな

い。そ こで、従来の創作音楽劇導入の効果 を視野にいれなが ら、 「アー トマネージメン ト」

が如何な る有用性 を持 ち うるかを検証 しなが ら、表現の問題 にアプローチ していきたい と

考 えてい る。 そのために、 この新 しい試みの実践例 として、大正初期 よ り連綿 と続 けられ

てきた宝塚歌劇 団の教育的組織で ある宝塚音楽学校 を取 り上 げ、そこでの教育が如何なる

ものであ り、個 々の生徒の表現能力を引き出 しているか を考察 し、それ らが、現代 の学校

教育 の現場 に応用できるかを考えてみたい。

宝塚音楽学校 のカ リキュラムは、舞台人 としての様 々な訓練、及び知識 を徹底的 に習得

する事 に重点が置 かれてい る。その中でも、舞台の運営上必要 なアー トマネージメン ト教

育の要素が取 り入れ られ た授業が行われている。それ だけではなく、毎朝早朝の学校 ・稽

古場 の大掃除な どの厳 しい生活を送 り、集団生活の重要 さが体験的に習得 できる工夫がな

されてい る。宝塚音楽学校副校長、今西正子が宝塚音楽学校 のカ リキュラムについ て 「一

人が欠 けて もできない こととか、助 け合いの精神 とか、舞台人 としての基本的な心構 えを

磨 くための ものです」 〔2005:ス ポーツニ ッポン新聞宝塚歌劇特集号〕 と述べている。
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生活環境が 目まぐる しく変化 していく現代で、宝塚音楽学校 は90年 以上 もカ リキュラム

や教育方針 を変えず存続 し続 け、毎年20倍 とい う倍率を維持 し続 けてい る。また、 目的意

識 が明確 な生徒 の集団 であることか ら、一般の教育現場 とは異なってい るのは事実である

が、教育 とい う視点に立って考える場合 に、宝塚音楽学校が初期 の段階 か ら、教育プログ

ラムが時代性 を超 えて存在 していることには、注 目す る必要がある と考 える。相互の切磋

琢磨 の状況が、程度の差 を考慮に入れなければな らないが、現在 の学校教育の現場に も求

め られ るこ とではないだろ うか。子 どもたちの 自己表現 と協同的行動を引き出す重要な手

がか りとして、宝塚音楽学校 の存在は決 して特殊 なケース として看過 しえない と考 える。

本研究では、上記のよ うに様 々な問題 を内包す る現在 の学校教育の場 において、宝塚音

楽学校の考察 を通 じて、新たな授業作 りの展開 を提示 していきたい。
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第一章 現代社会における母性剥奪と心理劇

第一節 現代社会における母親剥奪

私たちの住む現代社会は、1990年 代を境 に急速 に変化 してきた。IT革 命 ・ポータブルオ

ーデ ィオの発達 によ り個人化が進んでいる。人々はパ ソコンやゲームに夢 中にな り、部屋

に こもる機 会が多 くな り、家族や友人 と接す る時間が減 ってきている。最近の若者の傾向

としては、携帯 を使っての 「メールや電話でなければ本音を話せない」 とい ったコ ミュニ

ケーシ ョンの変化 まで生まれてきている。 またポー タブルオーデ ィオ も、 どこでも音楽が

聞ける とい う便利 さの反面、耳にイヤホンをはめて一人で音楽 を聴 くとい う体勢 は同じく

人 と話す時間を減 らす きっかけをつ くってい る。 こ ういった現象は現代では珍 しくなくな

ったが、人 々の暮 らしや文化、そ して教育現場 に大 きく影響 を与 えている。

一方
、核家族化や女性の社会進出によって子供 たちの多 くは早 くか ら保育園や幼稚園に

預 けられた り、小学校 の高学年 にな る頃には自宅の鍵を持 ち、家で親の帰 りを待 った りす

る状況が当た り前 の世の中になってきてい る。

保 育園や幼稚 園では0歳 児 クラスが存在 し、また親の帰 りを待つ小学生を対象 に学童保

育のシステ ムも確立 されてきた。一見子 どもたちに とって、そ して働 く親に とってのサポ

ー ト体制 が整 ってきた ように思われ る。だが発 達心理学の分野か ら見れ ば、そ うとはいえ

ない。

人は哺乳動物の中で最も高等な動物であ りなが ら、生後1年 ぐらいの問は 自力で移動 し

た り食べ物を食べた り出来ない未熟な存在(子宮外胎児期)で ある。つま り人間の乳児 は体内

で成熟す る期間が短 く、早 く生まれすぎている と考 え られ てい る。 これ をア ドル フ ・ボル

トマ ン(AdolfPortmann,1897-1982)は 生理的早産 といった。 〔東京アカデ ミー:2006:

14〕

この未熟 な状態は必然的に長期的な母親 との密接 な結びっ きをもた らす。世話 を しなが

ら、言葉の しつ けの もととなる交流 が繰 り広げ られ、乳児 には様 々な学習 の機会が与え ら

れ る。つま り、初期の発達では、母親 とい う環境はきわめて重要な意味をもつので ある。

母親 との愛情豊 かな交流が妨げ られ たとき、子 どもに知的発達 の遅れ、情緒表現 の未熟、

社会性 の不足、習癖の問題 などが しば しばみ られ る。 これはかつて乳児院で報告 されたた

め、ホス ピタ リズムと呼ばれたが、ジ ョン ・ボ ウル ビー(JohnBowl煽1907・1990)の 研究
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に よっ てそ の メ カニ ズム が解 明 され 、 「マ タナ ール ・デ プ リベ ー シ ョン(母 性 剥 奪)」 と呼 ば

れ る よ うに な った 〔東京 ア カデ ミー:2006:15〕 。 しか し家庭 で育 ってい て も 「マ タナール ・

デ プ リベ ー シ ョン」 の状況 に陥 る こともあ る。

現在 、児童虐待 のケー スが増加傾向にあ り、深刻 な事態 を招いてい る。 この場合、社会

的ネ ッ トワー クを通 して発達を支 えてい く必要がある。 近年学校教育の現場でみ られ る

子 どもたちの 『コミュニケーシ ョン不足、意欲 ・集 中力の低下、協調性 の欠落、問題解決

能力 を向上 させ るには どうした らよいか』 とい う様 々な問題は、親 と子 の関わ りだけでは

な くもはや親 と子 の関係 を変化 させて しまった社会全体の問題 である。 しか しなが らこの

よ うに環境の不足 は十全な精神発達 に欠陥をもた らす こともあるが、人 は環境 の改善や適

切 な教育 ・学習の機会を得 ることで、発達の遅れや障害を軽減す る可能性 を持 ってお り、

柔軟性 、可塑性 を持った存在である。十分に教育の現場でもこの問題に取 り組み、解決 し

ていける可能性が十分 にある。

第二節 集団心理療法

集 団心理療法 とは、 さま ざまな理論 に基づ く心理療法を、集 団場面で行 う場合 を総称 し

て呼ぶ。個人の不適応 は社会的場面 において端的に現れるものであ り、個人の発達 は家族、

学校 、職場の人間関係 とい う集団経験 にかかってい る。その ような観点か ら集団活動 を治

療理念の基本 にす えようとする立場である。

その一つが 「心理劇」である。モ レノはロール プ レイ ングを手段 とする心理劇(サイコ ド

ラマ)を開発 した。集 団の場で、参加者 は監督、助監督(参加者 の補助 をす る補助 自我)や役

者 、観客 として即興的にアクションを行い、この中で様々な体験 を し、創造性 と自発性 を

働 かせ るこ とに よって、カタルシスと新 しい行動可能性 を獲得す る。 そ して演技 を通 して

自己への洞察や他者 との共感 を深 めることになる 〔東京アカデ ミー:2006:99〕 。

このよ うな心理学的な手段や技法 を用いることで、カタル シス効果 がみ られ ると考 えら

れ る。カ タル シス とは、浄化作用 とも訳 され、心の中に抑圧 されていた感情や不満 を、言

動 を通 して発 散す ることによって精神 の安定 をもた らす ことである。つま り、心の中にた
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まった感情 を吐き出す ことによって、不快感 ・不安な どを減退 させ るのである。 さまざま

な療法があるが、ここではモ レノによる心理劇療法の観点か ら音楽劇 に着 目し考察す る。

第三節 現代のソーシャルスキル トレーニングとしての音楽劇

現代では、 ソーシャルスキル トレーニングのひ とっの手段 として音楽劇 が試み られてい

る。第二節 で述べ た 「心理劇」の効果を求 めるものである。音楽劇 は、他教科 との連携 の

しやす さか らさま ざまな形で導入 されてい る。 その多 くが 「総合的な学習の時間」 に地域

の歴史 を学 ばせ るものや、英語の歌詞を使 った ものな どさまざまな 目的で試み られている。

音楽劇 を導入す る上で有効 とされ るのは、第一節で述べた よ うに音楽劇に取 り組む プロセ

スである。 このプ ロセスか ら生徒たちは沢 山の人々 と一緒に行動 し、協力 しあ うことにな

る。 ここか ら 「問題解決能力」や 「コミュニケー シ ョン能力」 を向上 させ ることが出来る

と考 え られてい る。だがこの音楽劇 に取 り組むには、「総合的な学習の時間」だけでは十分

な授業時間が確保 できない とい う問題点が ある。学校現場での舞台づ くりとなれば、プロ

の劇 団な どとは違い衣装や大道具小道具な どはほ とん どが手作 りで作 られ ることが多い。

また脚本な どの準備はコピーや製本 など、かな り時間を割 く作業 となる。 このよ うに莫大

な作業 と時間を こなす ことだけで生徒 も教師側 も精一杯 になって しまい、生徒たちが十分

な 「心理劇 」の効果 を実感 しなが ら授業を進める ところまでにた どりつ くのは困難 になっ

て しま う。 さらには教師側が普段の勤務に加 えかな りの負担 を強い られ るこ とになる。

このよ うな問題 を解決 し、「心理劇」のもつ効果を十分 に活用できる音楽劇 にするにはど

の ような形式で授業を進めた らよいのだろ うか。

現在行われている授業の例 をい くつか見てみる と、生徒全員 が役者 であ りなが ら舞台の

裏方の準備 も進 める とい う形式で ある。 さらに準備 も練習 も教師が計画 し、生徒がそれに

従 う形 で進 められている。 この形 は確かに生徒全 てが平等な形 で作業に取 り掛 かれ るが、

裏方の作業 と役者 の両方 を授業内で済ませ よ うとす ると上記のよ うな問題が必ず浮上 して

くる。 このよ うな問題 を解決するためには、効率の良い形で準備 を進 めることである。 こ

の ことが結果的 に心理療法の効果 を十分に実感す ることにつながるはずで ある。そ こで学

校現場では全ての生徒が同じ役割 を担 う形 の音楽劇ではな く、役者 と裏方の役割分担 をし
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た形で音楽劇 の準備 にあたれば、効率よ く授業展開で きるのではないか と筆者 は考 えた。

また授業 の最終 目標 として、発表す るとい う前提 で進 める。発表 の機会 を作 ることで、今

度は 自分たちが作 り上げた ものを観客に見せ ることによって、達成感を得るこ とが出来 る。

そ して より良 く表現 しようとす ることで、歌唱技術や表現力が向上することが出来 る。 こ

の方法は本来の 「心理劇」の手法でもあ り、現代の社会現象に対応 した授業作 りだ と考 え

られ る。

だが最近の傾 向 として学級崩壊 が進む ほど、生徒の授業 に対す る関心や意欲 が低下 して

い る。 いか に して この授業 に積極的に参加 させ、効果 を得 るかが鍵 となって くる。そ こで

その ヒン トとして、生徒 の訓育 にも、総合 的な教育 を成功 させ てい る宝塚音楽学校 を参考

とし、検証 してみ る。
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第 二章 ソー シャル ・ス キル ・トレーニ ング と現代 の子 どもた ち

第 一 節 ソー シ ャル ・ス キル ・トレー ニ ン グ と現 代 の子 ど もた ち

1990年 代前半までの子 どもたちは、パ ソコンや ゲームな どが どこの家庭 でも見 られ る現

代 とは違 い、集団の遊びを通 して他者 との付き合いを学ぶ機会が十分 にあった。先輩や後

輩 との上下関係か らは、 しぶ しぶでも先輩の言 うことを受 け入れた り、後輩 は弱い立場で

あるか ら面倒 をみ るといった もの を自然 と身に付 けてきた。それは意識 的に学ぼ うとした

ものではなく、知 らず知 らずの うちに学んでいたことである。このよ うな社会性の学習は、

多 くは子 どものころの集団での遊びを中でお こなわれてきた。学校 か ら帰る と、近所の子

どもたちが集 ま り、集団の遊びを体験 し、その中で対人関係作 りを学んできた。

ところが近年では子 どもたちが徒党を組んで遊びに興 じてい る姿はめったに見 られなく

なった。少子化や核家族化の影響で、放課後に近所 の子 どもと遊ぶ機会を失 ってい ると考

え られ、さらにそこへIT革 命やポータブルオーディオやゲームなどの発達 により個人化が

進み よ り一層一人で遊ぶことが多 くなってきた。

親 の視 点か ら見てみ ると、子 どもは一人で遊 んでいるので、その間自由に仕事や家事 を

済 ませ ることが出来て都合が良いのが現実である。 そのため家 に帰って も親子での会話 も

少 な く、 コミュニケー ションがあま り取れていない ことに気 がつかない ことがほ とん どで

ある。 この よ うな生活 を送 ってきた子 どもた ちは、人付 き合いが苦手で、他者 とぶつかっ

た ときに どのよ うに対処 した らよいのか、方法を見つけることが出来ず、 どのよ うに動い

てよいのかわか らなくなって しま う。その結果他者 の気持ちを推測 し捉 えることも、 自分

の気持 ちを表現す ることも苦手になって しまい、集 団でい ること自体がス トレスになって

しま う。

人 間関係 を良好 に保つにはコミュニケー シ ョンが大切で ある と言 うこ とは言 うまでもな

い。相手 を思いや る気持ち、素直 な気持ち、本音の気持 ちを相互 に伝 えよ うとすることに

よって、お互いに関係 を良好に保っ ことができると考え られる。だがそのよ うな気持 ちを

持 っていた として も、その気持 ちを十分に伝 えることが出来るわけではない。特に学級集

団の中では、 自分 の本音の気持 ちを素直に出 し合 うのはなかなか難 しいことである。学級

の中ではカ ウンセ リング的な本音 の部分をぶつ けることで はな く、立ち居振舞いや ものの

言 い方 に焦点 をあてた授業がよ り現実に即 している と考え られ る。 どのよ うに振舞 うこと
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が、他者 との関係 を良 くさせ るか とい う行動面 を考 える授業の展開が学校教育では求めら

れ る。

第 二 節 ソー シ ャル ・ス キル は どの よ うに して身 につ くの か

ソーシャル ・スキルは学習によって獲得 され る。子 どもは成長す る過程で、また 日常の

生活 の中で、様々な人間関係 を体験する。 その体験 を通 して ソー シャル ・スキルを学習す

る。 その メカニズムは次のよ うな4つ の学習原理に分けることが出来る。

1)言 語的教示

言語的教示 とは、ソーシャル ・スキルに関す るこ とを言葉 で言われて学習す ることであ

る。周 りにい る家族、友人、知人、級友や同僚、先輩が ソーシャル ・スキル に関す ること

を言 う。第一に、対人面での具体的な振 る舞いに関す ること、第二に対人関係の中で機能

しているルール についての言及、第三に、行動改善に役立つ質問をす る。

2)オ ペ ラン ト条件づけ

私たちは偶然 とった行動や、言語的教示に従って実行 した行動が、肯定的な結果(他者 の

肯定的な反応)を もた らす と、肯定的結果をえよ うとして、その行動 を繰 り返す よ うになる。

反対に、 自分が とった行動に対す る他者の反応が否定的なもので あると、その行動 を とら

な くなる。例 えば、新 しいヘ アスタイルで外出 し、友人が 「似合 うね」な どとほめ られる

と、それ は報酬 とな り、報酬を受 けた行動 は強化 され、またその髪型 に してみたい とい う

思い を強 くす る。反対に 「その髪型へん じゃない?」 と嫌な ことを言われ ると、それ は罰

となって も う二度 とその髪型 に した くない と思った り、その美容院へいかな くなることが

ある。 このよ うに私たちの行動は、行動 した後に報酬が与 えられ ると、その後 の行動の頻

度が増 し、逆 に罰 を受 ける と、その後の行動 の頻度は減 ってい く。私 たちは このよ うにし

て 自分 の とった行動の結果か ら社会的スキル を学ぶが、この ようなタイプの学習 を 「オペ

ラン ト条件づけ」 とい う 〔新里健:2008:16〕 。 これはE.L.ソ ーンダイ クによる試行錯誤

学習の研 究をも とにB.Eス キナーによって定式化 された。。

3)モ デ リング学習

人は他者 をモデルに して見よ う見真似で学習する。他者 をモデル とし、 どのよ うに振舞
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うかを学び 、自分が同 じ状況になったときに、モデルの とった振舞 い方を思い出 し、 とる

べ き行動 を試 してみる。例 えば、ある生徒 が授業 中にお しゃべ りをして先生か ら怒 られ る

と、周 りの子 どもたちは、「授業中お しゃべ りをしたらお こられる」 ことを学び、授業中に

お しゃべ りをす ることが少な くな る。 自分 が体験 したわけではなく、他者 の行動 を観察す

ることによって自分の とるべき行動を学んでい く。

4)リ ハ ー サル

リハーサル とは、記憶の定着 を図るために、短期記憶内に貯蔵 されている情報 を意図的

に、場合 によっては無意図的に何度 も繰 り返 して想 起す ることをい う。人 間関係 に関す る

知識 を頭 の中で何回も繰 り返 して反復 した り、ある対人 関係 を実際に何 回 も反復 した りす

ることによって、私たちは社会的スキルを習得す る。

第 三節 ソー シ ャル ・ス キル ・トレー ニ ン グ の技 法

社 会 的 ス キル を体系 的 に教 え るの が ソー シ ャル ・ス キル ・トレー ニ ング で ある。 そ の ト

レー ニ ン グ方法 には以 下 の5つ が ある。

1)教 示

教示では、社会的スキル を学ぶ ことが対人関係 をよくす るのに どんなに大切であるかを

話 して納得 しても らうことが大切である。 どうい う授業が始ま り、それが何 に役 に立つの

かわかれば、子 どもたちの動機付 けは高ま らない。導入 の際に ソーシャル ・スキル ・トレ

ーニングの意義について述べてお く必要がある
。

2)モ デ リン グ

モデ リングとは、 トレーニングしようとするスキル をモデル(手本)に よって示 し、それを

観 察 させ模倣 させ ることである。モデ リングには、新 しい反応 を獲得 させた り、す でに獲
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得 してい る反応(例 えば攻撃反応)を抑制 させた り、 あるいは、抑制 している反応(例 えば、

うま く出来ない主張反応)を解除 させた りす る効果がある。

実際の授業では、いきな りロール プレイをさせて も対応 できないこ とが多い。導入部分

教 師がモデルになることも授業をスムーズに進 める上で効果的である と考え られる。 日常

では見 られない教師のロールプ レイを見 ることは、子 どもたちにとって学級全体の雰囲気

を盛 り上げる上でも役立っ。

3)リ ハ ーサ ル

リハーサル とは、教示やモデ リングで示 した適切な反応 を生徒 に何度 も繰 り返 し練習 さ

せ ることである。反復 させて記憶の定着化 を図 り、反応 の実行率 を高めることを目的 とし

てい る。 リハーサル には、言語 リハーサル と行動 リハーサルがある。前者は、対人関係 に

関す る知識 を 口頭 で反応 させて 「記憶の定着 を促す」 ことで、後者は、実際の行動 レベル

で何回も繰 り返 して反復 させ 「身体に覚えさせ る」 ことである。

ロールプ レイ を行 う場合 は、子 どもの実態か らかけ離れたケースだ と現実味がないため、

適度 に リアル なケースが 自分の問題 として捉 えるこ とができる。 日ごろの子 どもたちの葛

藤場面 をどのよ うにロールプ レイに乗せ るかが鍵 となる。ケースによっては学級が盛 り上

が り雰囲気 もよくなることがある。

4)フ ィー ドバ ック

自分 の とった行動 に対 して結果 を知ることは大変重要 なことである。子 どもの反応が適切

である場合 には褒 め、不適切な場合 は修正す る。対象 が子 どもの場合にはフィー ドバ ック

として言語 強化 だけでなく、お菓子やシールな どといった物理的な報酬を与 えた りする方

法 もとられ る。

自分 自身の とった行動に対 し強化が与え られるのであれば、この肯定的な結果 を再度得

よ うとして、その行動 を積極的に身に付け ようとす る。そ こで、生徒 の反応の中か ら肯定

的 な側 面を見出 し、それ を強調 したフィー ドバ ックを行 う。 生徒が不適切な行動 を行った

場合や 、スキルが不足 している場合には、 「こ うすれば もっとよくなる」や 「うまくす るた

めにこ うすれ ばいいよ」 とい う肯定的な言い方 をす る。

ある教育委員会の行っているADHDの 児童 に対す るソーシャル ・スキル ・トレーニング

では、肯定的な反応に対 して50分 の授業の中でサブテ ィーチャーが 「～ さんは、 じっ と座
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っているこ とが出来 ましたか ら、シール をあげたい と思います」や 「～ さんは 『こ うした

らもっ といいです よ』 といった ら、きちん と出来 るようにな りま したか ら、シール をあげ

たい と思います」の提案 に対 して、メイ ンティーチャーが5つ も6つ もシール を与 えてい

く。とても効果的な方法である 〔新里健:2008:19〕 。子 どもたちのよさをより多 く発見 し、

出来 るだけ多 くの肯定的なフィー ドバ ックが出来 るように試 してい くことが望 まれ る。

5)定 着化

定着化 とは トレーニング したスキルが、 トレーニ ング場面以外で も実施 され るように促

す ことであ る。カ ウンセ リングは通常、カ ウンセ ラー と生徒の一対一の関係で行われ る。

しか し、カ ウンセ リングを通 して学んだ ことが必ず しも学級の中で他 の生徒 か ら受 け入れ

られ るわけではない。学級集団がその生徒 を受け入れ る準備が出来ていないか らである。

個別 に学んだものが、す ぐに集団の中で効果 を発揮するかはわか らないのである。

定着化 を考 える とき、カ ウンセ リングの ような個別面談ではな く、学級全体の 中で行 う

スキル学習が現実的だ と思われ る。沖縄県立芸術大学教授、新里健氏は 「単独でな く、学

級の 中で トレーニングを積む ことで、学習 したスキルが 日常的場面で容易に試す ことが出

来 るのではないか と思われます。」【新里健:2008:20】 と述べている。

ソーシャル ・スキル ・トレーニングは、大学教員 と、現場教師、そ して臨床心理士が一

体 となって作 り上げてい くことが大切で ある。 ソーシャル ・スキル ・トレーニングの対象

は健全な学級全体の子 どもたちと考 えてい る。問題 が出始 めた り、すでに問題 が出て しま

ってか らではそ の対応 に多 くの人たちの関わ りが必要 となって くる。健康 な間に色々な社

会的スキル を学級の中で教えることによって予防的な働きをす ると考 えられている。

また この ようなソー シャル ・スキル ・トレーニ ングは主に小学校課程で行われ ているこ

とが多いが、高校 などの中等教育で も取 り入れ ていかなけれ ばな らないのではないか と考

えている。 ソーシャル ・スキル ・トレーニングを取 り入れた授業は現代で も少な く、前述

した よ うな状況 で、社会的スキル を身 にっけづにい る子 どもたちが多い。例 え高校生であ

って も、 このよ うな手法を取 り入れた高校生に合わせ た授業作 りの展開が望まれ る。
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第 四節 ソー シ ャル ・ス キル ・トレー ニ ン グの 実 際

こ こで は 、 実 際 ソー シャル ・スキル ・ トレー ニ ン グ授 業 で どの よ うに実践 され てい るの

か を考 察 してい く。

1)マ ナ ー教 育

朝登校す る と、校門ではあち らこちらか ら 「おはよ うございます」 と言 う声が聞こえて

くる。 こち らも 「おは ようございます」 と応 えると、お互いに さわや かな気持 ちで一 日を

始め ることが出来 る。 しか し 「おはようございます」 と言 う言葉 にすべての生徒が快 く答

えて くれ るわけではないことも確かであ る。 ブス ッとした顔で通 りす ぐてい くと、 こち ら

はいやな気分 になって しま う。 このように、相手が挨拶を した ら、 こち らも挨拶 をして応

える と、両者 とも気分 よくなって一 日を始めることが出来 るが、一方が挨拶を しないと、

関係 が悪化 して しま うことがある。学級で は挨拶を励行 させ、それ と同時に、「お礼」や 「謝

罪」な どの基本的なマナー を教 えることを始めてい く。学級のマナーを教 えた上で、さら

に学級作 りを深 めていくことが大切である。

1.ね らい

学級にお けるマナーを教える。

2.準 備す るもの

ロール プ レイの題材

3.方 法

「挨拶」や 「お礼」、 「謝罪」の場面を設定 し、ロールプ レイ を行 う。 「では今 日は挨拶の

仕方 、お礼の言い方、謝罪の仕方な どを練習 しま しょう」と述べ、ロールプ レイに入 る。「は

い。麻衣子 さんが朝学校に登校 して来ま した。『おはよ う』 といいます。雄二君が 『おはよ

う』 と応 えます。」 といい、「挨拶」を交わす場面を設定 し、「挨拶」の仕方を教 える。その

後挨拶をせず、「ぷい」としらんふ りをして通 り過ぎる場面 を作 る。ロールプ レイを通 して、

「挨拶」 をせず相手を無視す ると、人間関係 が不都合なことを教 える。

次 に、何かや って もらったときに、「あ りが とう」 とい う習慣を身に付け させ る。例えば

自分 の机か ら消 しゴムが落 ちたときに、隣に座 っている子が拾ってあげたとき、何 か重い
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荷物 を運 ぶのを手伝ってくれた とき、なん と返事 した らいいのか、練習を通 して学ばせる。

次 に謝罪 の言葉 を教 える。廊下で学級の仲間 とぶつか り、肩が触れたことで、「ごめんな

さい」 と謝 る場 面 と、無視 して通 り過 ぎる場面 を作 り、謝罪 の仕方 を体験 させ 、謝罪す る

ことでお互いの気分がよくなることを確認 させ る。

〈指導案〉

対人 関係 を良好にす るためのスキルの ことを社会的スキル と呼ぶ。子 どもたちは、ギャ

ングエイ ジの時期 に異年齢、あるいは、同年齢の仲 間 との接触に よって、 どの ようにすれ

ば人間関係 がよ くなるかを学ぶ。 しか しなが ら、少子化や核家族化 などか ら隣近所 の仲間

との接触 が少 な くなってきた現代の子供 たちの中には、適切 な社会 スキル を獲得 できな く

なった子 どもも見 られ る。各発達段階で適切な社会的スキルを獲得 できていない子 どもは、

その発達段階で適応 が悪いばか りでなく、将来重大な適応上 の問題 を引き起 こす と言われ

てい る。 〔Coieeta1.:1987:7～10〕

本授 業では、社会的スキル訓練 を行 うにあた り、学級のマナーを教 えたい。社会的スキ

ル の獲得 を体系的 に行 わせ、 自然な獲得過程 を促す トレーニングを受 けさせ ることで、子

どもた ちは適応上の問題に出くわす可能性 を減 らす ことが出来 ると考 えられ る。 トレーニ

ングは、子 どもたちに複雑 な人間関係がもた らす障害への予 防効果 もっ と考 えるか らであ

る。具体的には、まず相手の話を聴 くことの重要性を学級で認識 させたい。人 と出会った

ときは 「挨拶」 し、何 かやって もらった ときは 「感謝」 し、何か相手 に迷惑 をかけたとき

は 「謝罪」す るといったことに始 ま り、 「相手 の話 を中断 しない」 「相手の話 している話題

を変 えない」 「相手の感情を否定 した り、否認 した りしない」な どの学級での振 る舞い方を

教 え、守 らせたい。1年 を通 じて社会的スキル訓練の土台作 りにはまず基本的なマナーの

確認 が必要 である。

指導計画:

本時:

準備:

シ リーズで行 う場合は、表 にして書 く。

①題材 マナー を教 える

②学級の実態 脚本は5行 から10行 くらいにす るほ うがわか りやすい

③ね らい 挨拶な どの基本的なマナーを教 えるこ とで、社会的訓

練に入 る うえでの構 えを作 る。

① ロールプ レイの題材を準備 してお く
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②学級でのマナーを掲示できるよ うな用紙 を準備す る
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評価:ふ りかえ りシー トで評価す る
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振 り返 りシー ト(例)

年 組 番 氏名

1.こ の授 業 は楽 しかった です か?

(は い ・ い い え ・ わ か らない)

2.挨 拶や謝罪な どのマナーはなぜ大切だ と思いますか?

3.マ ナーを守るのと守 らないのではど う違いますか?

4.こ の授業を通 して どうい うことに気がつきま したか?
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このよ うに、必ず振 り返 りをさせ、学んだこ とを認識 させ る。 この よ うな社会

的スキル を身に付 けるための授業 も行 われてい る。 この授業はロール プ レイの部

分 を音楽劇 として行 うとすれ ば、簡単にソーシャル ・スキル ・トレーニ ングを兼

ねた音楽劇 をつ くることが可能である。

以上のよ うに ソーシャル ・スキル ・トレーニ ングを活用 した音楽劇 の学校教育

における有効性 について、実際の指導案 を提示 しなが ら考察 してきた。 このよ う

な学校現場において重要 と思われ る音楽劇 の導入 に関 して、す でにわが国で長い

歴 史を誇 る実践例が存在 している。それが宝塚音楽学校 である。 この小林一三 に

よって設 立 された特殊 な学校組織は、まさにわが国におけるソーシャル ・スキル ・

トレーニングの最 も早い導入 とその発展 を担 ってきている と思 われる。そ こで、

次に この宝塚音楽学校 について詳細に述べてみる。
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第三章 宝塚音楽学校を事例として

第一節 明治期の音楽事情

1)第 四師団軍軍楽隊駐留

1888年 、大阪の陸軍第四師団に軍楽隊が配属 されたことにより、関西 の音楽事情、特に

洋楽についての事情は大き く変化することとなった。それ までの関西にみ られ る洋楽の要

素は、キ リス ト教布教のためのプロテスタン トの賛美歌、 リー ド・オルガ ン、そ して1872

年 に文部省 が発布 した学制 のカ リキュラムに掲 げ られ てはい るものの、未だ実施 されてい

ない学校 での唱歌教育、この2つ の領域が全てである。強いていえば天皇行幸などの折 に、

随行す る音楽隊の演奏 を耳にす るよ うな ことが、例外的な洋楽体験だったよ うで ある。軍

楽隊の任務は、軍 の士気 を鼓舞 し慰安を与えるこ と、そ して儀式用音楽の提供で あるが、

加 えて官 ・民いずれか らの出張演奏依頼 にも応 じること制度化 していた。軍楽隊は、再生

音楽のない時代 にあって、唯一の洋楽供 給団体であった。 また音楽的な存在意義だけでな

か った。揃いの洋服を着込み勇壮な音楽を奏でる様子は、当時の西洋崇拝的、軍国主義的

な感覚 を非常に満足 させ るものであった。 その結果、出張依頼は増加 の一方で、関西一円

の需要 に第四師団軍だけでは対応 しきれ ない状況が起 こり、軍楽隊の模倣集団 「民間音楽

隊」が出現す る。民間音楽隊の最盛期は1894年 の 日清戦争か ら、1904年 の 日露戦争の期

問である。 また、1888年 には一澤喜兵衛が 「京都音楽会」を筆頭 に、「遊楽会、「関西鼓勇

会」などが次々に発足 し、1892年 か らは続々 と結成が続き、名称が確認 されただけで も107

団体にのぼった。

2)民 間音楽 隊の衰退

民間音楽隊の活動は、1905年 頃か ら衰退の方向へ 向かってい くこととなる。民間音楽隊

は需要が非常 に高かったため、供給 も増 え安直な方 向へ向かっていった。格式高い ものか

らお手軽 に楽 しめる余興のよ うな ものへ品格 を下げて しまったのである。 自覚のある音楽

隊は上質 な音楽 を提供 していることをアピール したが、一部の音楽隊がア ピール した とこ

ろで社会 の評価 は低 くな らざるを得なかった。
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またこの頃か ら洋楽全体 の動 きも音楽 隊の存続に大きく影響 を与 えたよ うである。明治

30年 代になってか ら国産のヴァイオ リンが手軽に入手できることになったことか ら、吹奏

楽 か ら管弦楽へ変化 しつつあった。 ヴァイオ リンの音色は西洋 らしく、吹奏楽 を聞き飽き

た聴衆 を満 足 させ た。演奏形態 は和洋折衷 の形 をと り、箏曲などの邦楽 曲をヴァイオ リン

で演奏 していた。洋楽の最高水準を守ってきた第 四師団軍も、1911年 か ら導入 し、体質改

善を迫 られた。

更にこの頃蓄音機が登場 し、宴会 などの場では音量の大きい音楽隊の演奏 より蓄音機で

の再生音楽が好 ま しかった。次第に新鮮 味のない音楽隊の存在に変わって、当時のハイテ

ク機器 の蓄音機 が注 目を集 めた。以上の ような要因で隆盛 を極めた民間音楽隊は徐 々に衰

退の方向へ進んでいったのである。明治40年 代には 日露戦争が終了 し、社会 を覆 っていた

軍事色 も薄 らぎ、模擬軍楽隊 としての役割 もな くな りそれを意識 しない音楽隊へ と転換 し

始めたのが この頃である。企業による音 楽隊や少年音楽隊な どが登場 し始 め、この民間音

楽隊の最終段階は 「百貨店の少年音楽隊」への導入期 であるともいえる。

3)少 年音楽隊と少女歌劇

大正時代は 「大正デモ クラシー」 とい う言葉 に象徴 されるよ うに、帝国主義的な考え方

とは反対 に、民主主義の考え方が台頭 し女性や子 どもに 目が向けられ るようになった。 当

時 は百貨店が新 しい商業施設であ り、子 どもをターゲ ッ トとしていた。 そ ういった時代背

景 の下で百貨店の少年音楽隊が誕生 した。ハイ ソックスにター タンチェ ックのスコッ トラ

ン ドの民族衣装 を着た少年たちは、その愛 くるしい姿か ら人気 を博 し、それを少女に置 き

換 えたのが小林一三であ り、少女歌劇 の誕生 といえる。
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節二第

点

宝塚音楽学校の教育方針 とソーシャル ・スキル ・トレーニングの共通

第一章で述べた問題 を解決す る参考例 として、宝塚音楽学校 の教育方針 を検証 してみる。

宝塚音楽学校 では、宝塚歌劇団の入団を 目的 とした教育が行 われてい るが、単に舞台のた

めの実力養成 だけではなく総合的な教育が行われている。 この宝塚音楽 学校での教育方針

は、第二章で述べた ソー シャル ・スキル ・トレーニングの技法 と大変類似 している点が多

い。95年 以上続 く学校組織 として歴史も深 く、生徒の訓育に関 しては学校教育に応用でき

る点や、参考に出来る例 として十分に検討す る意義があると考えられ る。

現在では阪急 グループの`企 業内学校'と して、また宝塚歌劇 団 とい うミュージカル劇

団の養成学校 として印象の強い宝塚だが、その学校経営や運営 を見てみる と、単に芸事だ

けを習得す るこ とだけが 目的ではないことが創立者 の小林一三の指導方針や設立 目的か ら

もよ くわか る。劇団の機関紙が8月 に創刊 され ているが、その中で、宝塚音楽学校 の設立

について次の よ うな記載がある。

今 日の学校教育では、唱歌 に伴 う西洋音楽の音律 によってその聴覚が養育 され てきたに

もかかわ らず 、学校 を離れ ると、多くの青年子女は西洋音楽 を味わい楽 しむ機会 を奪わ

れている。そ こでその欠陥に応ずる手段 として、 「理屈 を離れて維持 しやすきもの、存在

し得 るもの とい う経済上の方針」 もあって、わが歌劇団は生 まれてきた。幸い関西では

青年子女の好評 を得て新名物 となってはい るが、 もとよ り新興芸術 としては 「理想の一

部分す らも表現 し得 ない」未完成ではあるが、まず 山に登 る第一歩の足取 りと自省 して

いる』 〔小林一三:1918:7〕

と述べている。

小林一三にとっての宝塚歌劇団は単なる利益 目的の ミュージカル企業集団ではな く、「歌

劇 」を人々の暮 らしの質的向上につながるよ うに振興芸術の域 まで高め ようとしていたこ

とがわかる。 また彼は、そのことが当た り前 となる時代が来 ることを予測 していたのであ

る。
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第三節 宝塚音楽学校の設立

1913年7月 、小林一三による新 しい芸術理念の遂行は、「宝塚歌唱隊」の発足か ら始まっ

た。 その指導には、東京音楽学校(現 ・東京芸術大学音楽学部)出身の安藤弘 ・智恵子夫妻、

同窓の高木和夫を音楽教師 とし、そ の後振付教師に高尾楓蔭、久松一聲を招待 し、第一期

生16名 、第二期生4名 を採用 し、その名称も 「宝塚少女歌劇養成会」と改称 した。翌1914

年4月 に宝塚新温泉で開催 した集客のための 「婚礼博覧会」の余興 として 「ドンブラコ」

が公演 された。下の写真は 「ドンブラコ」上演の写真である。

〔上 田 善 次:1972:34〕 よ り

1918年 の1月 には 「宝塚少女歌劇養成会」が、声楽、器楽、舞踊 の三部授業を開始 し、暮

れにはそれぞれが 「宝塚音楽歌劇学校」 として文部省か ら正式 に設 立認 可を受 けた。 この

時点で、宝塚音楽歌劇学校の生徒 と卒業生(研究科生徒)によ り 「宝塚少女歌劇団」が組織 さ

れ、音楽 ・歌劇 ・演劇 ・舞踊劇 を発表す る機 関となった。現在 でも宝塚歌劇団では、出演

者のことを 「生徒」、稽古場のことを 「教室」 と呼び、入団 してからの生徒のことを研究科

○○年な どとい う制度があるのはその名残である。ちなみに、宝塚音楽学校は、宝塚歌劇
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団 と同 じく、阪急 グループのひ とつである。学校法人 として最高の議決決定権 は理事会で、

理事長 ・阪急電鉄の社長 をは じめ理事会 のメンバーは、阪急グループの首脳 陣で占められ、

運営 されている。

さて、宝塚歌劇場の舞台に立つためには、宝塚音楽学校を卒業 しなければいけない。っ

ま り宝塚音楽学校 は宝塚の舞台に卒業生 を送 り込む一種の`企 業内学校'と いえる。それ

と同時に、養成 とその成果 を常に連動 させ るシステムは、当時においては斬新であった と

いえるだろ う。そ うであるために、授業カ リキュラムや講師陣には、かな りの実績 ある者

が選ばれたといえるだろ う。

「現在 の宝塚 歌劇 場」2008年12月27日 撮影
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では次 に、戦前の授業科 目と講師陣を以下に示 してお く。

校長 小林一三

主事 吉岡重三郎

理事 窪田義太郎

教授 舞踊 ・脚本 久松一聲(明 治大学 國學院大學)

教授 聲 楽 ・ピア ノ ・作 曲 高木和夫(東 京音樂學校)

教授 ダ ンス ・脚本 岸田辰彌(青 山學院)

教授 舞踊 ・風俗史 ・脚本 小野晴通(早 稲田大學)

教授 ピア ノ ・聲楽 ・作 曲 古谷幸一(東 京音樂學校)

教授 ダ ンス ・脚本 白井鐵造(巴 里舞踊學校)

教授 樂 理 ・ピア ノ ・作 曲 安藤弘(東 京音學學校)

教授 聲樂 ザヌツタ ・ル ビニー(伊 太利音樂學校)

教授 聲 樂 ・ピア ノ ・作 曲 竹内平吉(東 京音樂學校)

教授 舞踊 ・脚本 楳茂都陸平(楳 茂都流舞踊家元)

教授 歴 史 ・舞 踊 ・脚 本 竹原光三(國 學院大學)

教授 英語 ・國語 松本文子(女 子大學)

教授 ピア ノ ・シン フォニー ヨセブ ・ラスカ(伯 林音樂學校)

教授 舞踊 藤間小勘(藤 間流)

教授 舞踊 ・脚本 水田茂(藤 澗流)

教授 ダンス 出口秀子

教授 ダンス オ ソフスカヤ(露 國帝室舞踊學校)

教授 給 ・書 田中良(東 京美術學校)

教授 演劇史 引田一郎(慶 応大學)

教授 ダ ンス ・脚本 宇津秀男

教授 修身 ・作文 谷みね

教授 ピア ノ ・聲樂 ・樂 理 森完二(東 京音樂學校)

教授 ピア ノ ・聲樂 ・樂 理 小村三千三(東 京音樂學校)

教授 作曲 須藤五郎(東 京音樂學校)
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教授 作曲 中川 榮 三(維 納 コンセル ・バ トリウム)

教授 作曲 松尾武之助

教授 舞踊 花柳壽恵子(花 柳流)

教授 聲樂 中村薫(寳 塚音樂歌劇學校)

教授 舞踊 竹中操(寳塚音樂歌劇學校)

教授 舞踊 鳥居榮子(寳 塚音樂歌劇學校)

教授 舞踊 佐々木かっ(寳 塚音樂歌劇學校)

助教授 作曲 酒井協

講師 脚本 坪内士行

講師 脚本 堀正旗(早 稲田大學)

講師 脚本 坪井正直(伯 林演劇學校)

生徒監 南部半左衛門

生徒監 丸山源

〔津 金澤 聰廣:2006:12〕

宝塚音楽学校 の創立には、上記のよ うな 日本でも トップ レベルの教授陣を配 し、音楽教

育で もかな り高い水準の教育が行われていた。

第三節 宝塚歌劇の初期作品と宝塚音楽学校

宝塚少女歌劇の初期の公演 目か ら見る と、その当時はお伽歌劇が多 く上演 されていた。

ここか ら宝塚音楽学校で どのような レベル の音楽教育がなされていたかが うかがえる。

小林一三 は文化的側面か ら見たその当時の音楽をこのように分析 している。 「・… そ こ

でその欠陥(今 日の学校教育では、唱歌に伴 う西洋音楽 の音律によってその聴覚が養育され

て きたにもかかわ らず、学校を離れると、多 くの青年子女 は西洋音楽を味わい楽 しむ機会

を奪われ てい ること)に応ずる手段 として 『理屈 を離れ て、維持 し易 きもの、存在 し得 るも

の とい う経 済上 の方針』 もあってわが歌劇団は生まれてきた。 目下 のところ、歓迎 されて

い る主 な理 由は、西洋 の音律の不 自然な直輸入 は避 けて、つ とめて 目本 的に、学校で習っ
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た唱歌が仮 に楷書であるとすれ ば、 これ を軟 く、行書、草書 ぐらいにくだいて、親 しみや

す く唄 はせ る、直 ちに共鳴 し得 る程度の歌 と西洋 のダンス と、 日本 の踊 りとの調和すべき

一致点 を見逃 さぬだけの注意が多少共喜ばれているのでは」〔小林一三:1932:31〕 とみて

いる。

その当時は浅草オペ ラが全盛期 を迎えていた といわれ てお り、宝塚少女歌劇のみな らず、

多 くの少女歌劇 団や音楽隊などが活動 していた。その少女歌劇や浅草オペ ラの集団は、現

在 では宝塚歌劇 団、松竹歌劇団以外ではほ とん ど見 られ ない。

そ もそ もお伽 歌劇 とは、浅草オペラの定義が 「対話に よって劇 が進行 し、その場面場面

で歌唱 が挿 入 され成立する演劇のなかで、歌唱 の比重が高いもの」 〔#6〕とされているが、

ここに 「子 どもをテーマ とした」または 「子 どもの生活を題材に したもの」 とい う定義が

加 わった ものだ とい うのが妥当である。宝塚少女歌劇 団は、「ドンブラコ」や 「兎の春」「舌

切雀」 「一寸法師」などが上演 されていた。

お伽歌劇 の分類 を図式化すると次のよ うになる。

対象1題材 子 どもの生活 昔話 ・物語 特色

子 ども 1 皿 児童歌劇の色が強い

一般大衆 H IV 浅草オペラの流れ

〔#6〕 よ り

この よ うに1・H・ 皿 ・IVの ように4種 類 のパター ンがあるが、宝塚少女歌劇で は演 目

か ら見て4種 類全てのお伽歌劇を上演 していた と考 え られ る。その背景 としては、 まず上

演場所が 「宝塚新温泉」だったことか ら、子 ども連れ の家族か らお年寄 りまで幅広い年齢

層の観客が訪れていた ことがあげられる。

しか し小林一三は、このままの上演 目では時代や、歌劇 団 自体に合わな くなってい くと

分析 していた。少女歌劇 団 といっても、所属 している生徒たちは年 々成長 してい く。それ

に合わせ ての演 目を準備す る必要があり、 さらに子供 向けの演 目だけではな く、大人のニ

ー ズに合わせ た演 目も追加 してい くことを求めた
。 大人向けの演 目として ヒン トを得るた

め、当時 「新星歌劇団」に所属 していた岸 田辰彌 を小林一三は洋物 専門の指導者 として迎

え入れた。岸 田辰彌は1927年 に宝塚歌劇団初の レヴュー 『モン ・パ リ』 を発表 している。

続いて 「男子養成会に」所属 していた白井鐵造を、『モ ン ・パ リ』 に続 く作品を持ち帰る役

目として洋行 させた。
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1928で 移肉:毒{び)

『モ ン ・パ リ』 〔#1〕 よ り

193〔}年8!1・ 月 紐 玄、演:レ ビユー 「パ リ ・ゼ ツ ト』

出 演:門 田芦 ∫・、巽寿 美r・ 、 こ浦 時 」仁、橘 蒸 、天 津 乙女 〔#1〕 よ り
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1972年 に、『モ ン ・パ リ』『パ リ ・ゼ ッ ト』 な ど、パ リか ら直輸入 の レビュー と呼ば

れ る新形式 の シ ョーの大成 功 によって、皮 肉なこ とに、宝塚歌劇 は、東京 の眼あ るいは

西洋 の眼を強 く意識せ ざるを得 なくなる。その結果 、中央(東 京)あ るいは西洋 の眼か

ら見 た特殊性 を強調す るかた ちでマージナル(周 縁 的)な 性格づ けが な され てい くよ う

にな り、小 林が 目指 した 「国民劇」 とは決 定的に異 なった志向性に乖離 してい った。

当時、西洋直輸入派のようなあからさまな西洋崇拝の立場は観客の大多数を占める大

衆の嗜好 と合わず、興行的にも成功を収められなかったのであるが、他方において、大

衆消費的な嗜好を持つレビューが大きな成功を収めたことを考え合わせると、この当時

から、日本社会において西洋的価値観または西洋的生活様式が大衆の間に急速な浸透を

見せつつあったことをうかがい知ることができる。その中で、宝塚歌劇は、終始一貫し

て、少数の文化的エリー トではなく新たな時代の多数派を形成しつつあった中間消費者

階層の西洋文化受容のためのひとつの文化的装置としての役割を担ってきたのである。

ひ とつ の見方に よれば、宝塚歌劇 とは、 日本対西洋 、関西対東京、女対男 、宝塚対歌

舞伎 とい うよ うに、文化的 にマージナル な性格 が幾重 に も積 み重なった もの を引き受 け

る存在 として ある。そ して、宝塚歌劇 が今 日に至 るまで大衆(観 客)の 支持 を受 けて隆

盛 を続 けて きたの は、それが大衆消費文化 のあ りよ うを体現 してい る とい う一点 におい

て のみ相対 的 に 「消費社会 の王道 」を歩いて きた とい うイ メー ジがあるか らであ る。言

い方 を変 えれ ば、宝塚歌劇 を支 えるファンの心性 は、マージナ リテ ィにお ける両義性(文

化 的な比較劣位 の 自覚 と消費 にお ける自足性)を そな えてお り、そ こに こそ宝塚独 自の

アン ヴィバ レン トな魅力 を見 出す こ とができ ると言 って よいのではない だろ うか。そ こ

で、次に、宝塚歌劇 と宝塚音楽学校の設立の経緯 を以下に年表 の形で示 しておく。
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●宝塚歌劇と宝塚音楽学校の年表

細 馨 鯉蜘轟織難 阿L脚 贈:1「遍 蹴.、壕 論
1912年 大正2年 「宝塚唱歌隊」が発足12月 「宝塚少女歌劇養成会」 と改称。

第一回公演 『ドンブラコ』『浮れ達磨』『胡蝶』上演。

1914年 大正3年

私立宝塚音楽歌劇 学校設立(12月28日 文部省認可)。
1918年 大正7年

雑誌 『歌劇』創刊。

1919年 大正8年 「宝塚少女歌劇養成会」を 「宝塚少女歌劇 団」に改称。

1921年 大正10年 花組 ・月組が誕生。

1922年 大正11年 宝塚音楽歌劇学校 新校舎落成。

宝塚音楽歌劇学校の入学年齢 を変更。
1923年 大正12年

13歳 か ら19歳 ま で とす る。

雪組新 設。
1924年 大 正13年

宝 塚大劇 場 誕生(3000人 収 容)。

鱒 灘琶聾纒 難脚1欝雛麹麟脚鰐鷲轟 霧難:}… …賑

初の9ビユコ嵐 二.ぜり乏那1睡 鈎 蹟 … … 冊i

初めての ラインダンスが登場。

1927年 昭和2年

ごで
歯

1930年 昭和5年 『パ リゼ ッ ト』を上演。 「すみれの花咲 く頃」 「おお宝塚」が誕生。

1933年 昭和8年 星組 を新設。(春 日野八千代のために作品が作 られ話題になる)
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凍 京 宝塚劇 場 完成。 柿 落 と し作 品 は 『花詩集 』。
1934年 昭 和9年 し_、__、

「宝塚友 の会 」 の前身 「宝塚 女子 友 の会」発 足。

雑誌 「宝塚 グラフ」創刊。

…宝塚音楽歌劇学校の学則変更。

{① 在学生の手 当て支給を止める
1936年 昭和11年

② 入学試験 で特に優秀なものは本科に編入

i③ 本科卒業後の義務年限(研究科に在学し、教務補助及び歌劇出

演)を2年 か ら3年 にする

i初の海外 公演 、第 一 回 ヨー ロ ッパ公 演(ド イ ツ ・イ タ リア ・ポー ラン …

ドを巡回)を 行 う。

1

1938年 昭和13年i宝 塚 音楽 歌劇 学校 財 団法 人 とな

ゐ 。

…

時 局悪化 のため星組を廃止。

…宝塚音楽歌劇学校 を宝塚音楽舞踊学校 と改称
。「宝塚少女歌劇団」と分

1939年 昭和14年i

離 し、研究科 を廃止。本科 を1年 か ら2年 制 とする。 学校生徒は興行

iに出演 させ ないこととした。

1940年 昭和15年i「 宝 塚少 女歌劇 団 」 を 「宝塚 歌劇 団」 と改称。

i
戦争によ り宝塚大劇場 ・東京宝塚劇場が閉鎖になる。

1944年 昭和19年i(生 徒たちは戦地に慰問に行き、劇場 を返却 して もらうための活動 を

1おこな った)

蜂齢 鞠 晦i癖 騨i:;乎i葱◎:1鰭灘: 湯謎 畢叢 ∴ 饗 繍
1946年 昭和21年 宝塚大劇場公演再開。
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宝塚音楽舞踊学校から宝塚音楽学校へ校名変更。

東京公演再開。

1947年 昭和22年(東 京宝塚劇場が使用できるようになったのは昭和30年)

宝塚音楽学校学貝1」変更(入 学年齢を15歳 か ら20歳 に変更)。

1948年 昭 和23年 星組 復活 。

1949年 昭和24年
宝塚音楽学校入学年齢 を16歳 、17歳 とす る。

授業料徴収、学費 は年3,600円 。

1951年 昭和26年 宝塚音楽学校 準学校法人 となる。

1953年 昭和28年 宝塚音楽学校入学年齢 を15歳 か ら ・8歳 までとし・一部男子の入学をi

認める。

宝塚音楽学校学則変更。

① 別科 ・学童科 を廃止。
1956年 昭和31年

② 男子の入学を廃止。

③ 予科 を新設。予科1年 。本科1年 になる。

1957年 昭和32年 宝塚歌劇の創設者、小林一三翁逝去

麟1制 鷹 術祭ぐ∴鑛 緬レ

1960年 昭 和35年
選

1964年 昭和39年 宝塚歌劇50周 年記念式典。
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初 の海外 ミュー ジ カル 『オ クラホ マ!』 上演。

1967年 昭和42年

翌年には 『ウエス トサイ ド物語』 も上演 し、芸術祭賞受賞。

(ブロー ドウェイから振付師を招き、役 はオーディション形式で配役が

行 われ た。)

灘 羅i醗 鞭羅1聾 灘_纏 一._〆
『ベルサイユのば ら』初演が大 ヒッ ト

1974年 昭和49年

その後(昭 和52年)上 演 された 『風 と共に去 りぬ』 と合わせて空前の

宝塚ブームが訪れ る

(当時はテ レビが主な娯楽 となってお り、観客の激減があった。 この作

品によって宝塚歌劇は存続の危機 を乗 り切 った。)

1978年 昭和53年 宝 塚バ ウホー ル が開場 。

1988年 昭和63年

1989年 平成1年

1993年 平成5年

『風 と共 に去 りぬ』が通算観客動員188万 人を記録。

『ベルサイユのばら』 を15年 ぶ りに再演、再びブームに。

通算観客動員が200万 人 を超える

新 ・宝塚大劇場開場
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ll～嗣 憐1駿

柿落 とし公演 は 『宝寿頗』『PARFUMDEPARIS』

1995年 平成7年
1月 、阪神淡路大震災によ り、宝塚大劇場閉鎖 され るが3.月31日 、『国

境 のない地図』よ り公演再開。

ウィー ン ミュー ジカル 『エ リザベ ー ト』 を 日本 初 で上演。 大 ヒ ッ ト。

1996年 平成8年

東京公演通年化のため宙組誕生。

1998年 平成10年 東京宝塚劇場改築の間の仮設劇場 として、rTAKARAZUI(A1000days'

劇場」が開場.。

1月1日 東京 日比谷に新 ・東京宝塚劇場が開場。

柿落 し公演は月組 『いますみれ花咲 く』『愛のソナ タ』。

『ベルサイユのば ら』 を東京宝塚・宝塚大劇場同時上演。

2001年 平成13年

CS放 送宝塚専門チャンネル 「TAKARAZUKASKYSTAGE」 放送開

2002年 平成14年 始。

上海、北京、広州 を巡る 日中国交正常化30周 年記念第2回 中国ツアー
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癩 磁 恋」「サザンク・ス・レビユー イン・チャイ子」填}

「エ リザベー ト」再演、宝塚大劇場公演で通算観客動員100万 人を突i

§
破。

また、 「華麗なる千拍子」も全国ツアーで100万 人を突破
筆

2004年 平成16年 宝塚歌劇団90周 年記念式典
___」

●宝塚歌劇と宝塚音楽学校の年表
… 漏把…陥 … …… … … …論 陥 ……卿…'… 漏一 …晶 …}嗣 … … 漏 晶 一

iベルサイユのばらは宝塚瓢 団のミュージカル徹 原作は池田理代子

iの漫画作品 『ベルサイユのば ら』。…

…1974年 の初演以来再演を繰 り返 し、2006年1月9日 には通算上演回数

ii
1500回 を突破 、同年3月17日 には通算観客動員数400万 人を記録 し

…
iた、宝塚史上最大のヒッ ト作である。

繍 に演出を担当したのは俳優の長谷川一九 歌劇団の専属脚本家、植i
}

i田紳爾が潤色 ・脚本化 し、長谷川 と共 に演出を担当。

i企画当初は首脳陣か ら 「漫画が原作ではだめだ」と却下された り、原作

iフアンから 「イメージが壊れ る」な どと反対 も強 く・植 田もたびたびカ

iミソリを入れた脅迫の投書 まで送 られ て しま うとい った苦難 を味わっ ・ベ
ル サイユのば らi

iた。 しかし、初演 は大成功を収め、空前絶後の社会現象にまでなった。
・i

…

ミこの作品は初演当時テ レビに押 され て停滞気 味であった宝塚歌劇の人 、

i気を擁 させる作品となったばか りで}まな く・非宝塚 ファンの搬 人に;

iとっても 「タカラヅカ」の代名詞的な作品になっている。上演すればか}

iなりの集客を・常に鮪 できる演 目であるため・歌劇団に とって ヒ こi

…一番 の真剣勝負」 とい うときに上演 され ることが多い。
…i

長谷川は、「役者が苦労 してこそ、観客には美 しく見える」 とい う彼な 、

iらではの美学により、演技を指轍 の指導により生み出された数繊

i演技 ・所作 は・長谷川 の遺産 ともいえる 型"と して・最近の上演にま

…で受け継 がれている.}
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長谷川の死後 は、植 田が演出を担当。最近では、谷正純が演出陣に加わi

ってい る。

映画風 と共に去 りぬ(かぜ とともに さりぬ)は、宝塚歌劇団の ミュージカi

ル作品。植 田紳爾脚本 ・演 出。原作はマーガ レッ ト・ミッチ ェル の小説i

茸『風 と共に去 りぬ』(原題0∂ ηθ㎡猛 坊θ防
ηの。i

風 と共 に去 りぬi

i初演時 に人気 を博 して以降 コンスタン トに繰 り返 し再演 されている宝i
i塚歌劇の看板演 目のひ とつで、2004年 現在の公演回数は1182回 、観客i

鋤 員数 は266万 人 と、 「ベルサイユのばら」に次 ぐヒッ ト作である。
季

麟 ず;黒灘 鍬鶴 三端1=二;罷冨i
エ リザ ベ ー トi

作 詞 の ミヒャエ ル.ク ンツエ、作 曲の シル ヴエス ター.一 ヴァイ が共i

i同で製作し属i
l}

i1971年 初演で、作は鴨川清作b

}正式タイト瑠 ノバ ・ボサ・ノ鰹 まれた力粥 鳳 鴨川の}

撮 高傑作 と評 されてい る。幾度か再演 もされてお り、1976年 の再演時1

ノバ.ボ サ.ノ バiに は文化庁芸術祭で顯 秀作品賞を受賞臨}

i・999年 の再々演・寺には、朝 旦力精 成 積 出を担 当.i

}「アー ル ・アー ル」「ソル ・エ ・マル」な鞭 用楽曲にも舳 が…

1そろっている,

源氏物語

源氏物語(げ ん じものがた り)は 、平安時代 中期 に成立 した、日本 の長 ヒ

編物語＼ 小説。文献初出は長保3年(1001年)で 、このころには相当i

な部分 までが成立 していた と思われ る。分量、内容、文学的成果 のいず}
}

れから言って も王朝物語のみな らず、日本文学史上の雄で あ り、後世にi

…

与えた影響は計り知れなレ㌔i

宝塚では次のような作品名で上演 されてい る。数々の作品の中でも、演

出や公演名 を変えて何度 も上演 され ている作品である。

・ 「源 氏物語 賢木 の巻 」(1919年 作 ・小 野晴通)・

・ 「源 氏物語」(1952年 ・1957年 作 ・演 出 白井鐵 造)'52の 光i
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●

●

●

●

●

●

源氏は花組では春 日野人千代、星組では南悠子'57は 春 日野人

i
千代i

「朧夜源氏」(1961年 作 ・演出北條秀司)光 源氏 は春 日野八1

千代i
「浮舟 と薫の君」(1973年 作 ・演出 酒井澄夫)薫 は安奈淳 ・

「新源氏物語 一 田辺聖子作 『新源氏物語』 より一」(1981年 ・…

1989年 作 ・演出柴 田侑宏)'81の 光源氏は榛名 由梨(日 程 中i

数 日間役替わ りで大地真央 も演 じた)'89は 剣幸

「源氏物語 あさきゆめみ し」(2000年 ・2001年 作 ・演出 草

野旦)光源氏は蝉 みれi

「源氏物語 あ さきゆめみ しII」(2007年 草野による上記の 萱

改定版)光 源 氏は春野寿美礼

「夢の浮橋」(2008年 脚本 ・演出 大野拓史)匂 宮は瀬奈 じi

ゆん'

華麗なる千拍子

iの醸 この作 品 は・ロン ドン'リ か ヴェニ ス ●スペ イ ン'ア フ リか

てお り、宝塚の舞台の特色を生か した伝統的なシ ・一スタイル を展開すi

i

i昭和35年 初演で、10月 東京公演が芸術祭芸術祭賞を受けた不朽 の名作i

ニュー ヨーク ・パ リと、レビューの基本 といえる世界巡 りの構成になっ

iる 。

歌 劇団初の芸術祭賞受賞作品(昭和35年)。

平成に入 り、雪組 によ り再演。

うたかたの恋

宝塚歌劇団によって上演 されている ミュージカル作品のひ とっ。脚本はi

;柴 田侑 宏
。i

原作 は フラ ンスの作家 ク ・一 ド・アネ(ClaudeAnet)の 小説rう た か;

たの恋』(原題%yiθ 血 ダ)。初演 は1983年 。純愛を描いた名作 としてi

評価 され、幾度か再演 を繰 り返 している。公演履歴は次の とお り。 ・
…

i
…1983年雪 組 公 演

脚 本 ・演 出:柴 田侑宏 。 作 ・編 曲:寺 田瀧雄 、高橋 城 。振 付:
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羽 山紀代美、謝珠栄

・5月13日 ～6月21日 に宝塚 大劇 場 、12月2日 ～28目

に東京 宝塚劇 場 、1984年2月4日 ～13日 ま で 中 日劇 場

で上演 され た。併演 は 宝塚 で は ミュー ジカル ・レビュー

『グラ ン ・エ レガ ンス』、東京 ・名 古屋 では シ ョー ・コ

ミック 『ハ ッ ピーエ ン ド物語 』

1993年 星組公演

脚本 ・演出:柴 田侑宏。作 ・編曲:寺 田瀧雄、高橋城 、吉田優

子。振付:羽 山紀代美、謝珠栄

.朋25日 ～朋2日 に宝塚 大劇 場 、、、月3日 ～28目 にi

東 京宝塚 劇場 、1994年4月13日 ～5月5日 に全 国ツアi…

一公演にて上演。併演はシ ョー ・ファンタジー 『パパ ラi

ギ ー極彩 色 のア リアー』i

i
・ 大劇場公演に向けた稽古 中に、 トップスター ・紫苑ゆ うi

がアキ レス腱断裂欲1蚤 我 をおい・大劇場公演 を全 日程i

休演。麻路 さきが代役 を務 めた。紫苑 は東京公演 から復i

i帰
した・i

1999年 月組公演

脚本 ・演出:柴 田侑宏。作 ・編曲:寺 田瀧雄 、高橋城 、吉田優

子。振付:羽 山紀代美、謝珠栄

・3月18日 ～4月4日 に九州 ・中国地 方 、11月27日 ～12

月18日 に東 日本 を廻 る全 国 ツ アー にて上 演。 併 演は3

～4月 は グ ラン ド・シ ョー 『ミ リオ ン ・ドリー ムズ』、11

月 ～12月 は グ ラ ン ド ・シ ョー 『ブ ラボ ー!タ カ ラヅカ 』

i2000年 宙組公演
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脚 本 ・演 出:柴 田侑 宏 。 作 ・編 曲:寺 田瀧 雄 、 高 橋 城 、 吉 田優

i
・ 子。振付:羽 山紀代美、謝珠栄

i・6月 ・・ 日一7月2日 に全国ツアー1・て蹟 併演はスペ1芝

シャル ・レビュー 『GLORIOUS!!・ 栄 光 の瞬 間 ・』

;

i2006年 花組 公演
ii脚本

・演 出:柴 田侑 宏 。演 出:植 田景 子 、作 ・編 曲:寺 田瀧 雄 、

高橋城 、吉田優子。振付:羽 山紀代美 、謝珠栄i
…

i・11月4日 ～12月1日 に 全 国 ツ ア ー に て 上 演 。 併 演 は グ ・i

}

iラ ン ド ・1/ビ ュ ー 『エ ン タ ー ・ザ ・レ ビ ュー 』

…

}柴田侑宏作。1976年 、花組 で初演 され て以来、再演 を繰 り返 している。

飛 鳥時代を舞台に、中大兄皇子(後 の天智天皇)・ 大海人皇子(後 の天

1武天皇)呪 弟と・2人 に愛 される額田女王との恋愛灘 を・万葉鱒i

iを下敷きにしたオ リジナル作品。

i遡 は・ 「萬難 」にある・細 が大海人に貝曽った といわれ る歌 「あか …

iねさす 紫野ゆき 標野(し めの)ゆ き 野守は見ずや 君が袖ふる(歌i

;ii
碑が八 日市(現 在の東近江市)に ある)」 による。 この歌 を歌詞 に取 り

i入れた主題歌 「紫に匂 う花」(大 海 人が歌 う)を は じめ、数首の萬葉歌
あか ね さすi,

紫 の花iが 劇中の ミ ジカルナンバ日 こ取 り入れ られ ている・作曲は知 との…
洪 同作業が多かった寺 田瀧雄。題名の前に 「万葉 ロマン」と銘 うたれて

iいる・ ・
}

巧みな人間 ドラマで知 られ る柴 田作品の中でも傑作 の呼び声 が高 く、上

i記の通 り再演の多い人気作品 となった(柴 田作品で初めて再演 された作

i
品でもある)。執筆は一貫 して柴 田によ り、初演から1995年 までは柴

、田演出だったが、病による柴 田の視力低下により、2002年 からは、尾i}

1上菊之丞が振付 ・演出を担当 している。,
垂

iもともとダブル トップ体制だった花組 のために書き下 ろされ たため、中
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大兄 ・大海人 の皇子2人 ともを主人公 として、それぞれ に見せ場 が与えを

られた構成だった。再演はすべて単独 トップスターの組によるため、ト

ップスターの個性 に合 わせて、中大兄、大海人いずれかを単独の主役 とl

iし、主役の出番 を増やす加筆などが行われてい る。再演の際には、2番:
ヒ

手が中大兄 ・大海人の皇子2人 の うちどちらかを演 じることになるが、、

初 演の際の見せ場が随所に生か され ているため、トップスターの引き立i

て役 にとどまらなレ薇 が2番 手にも求 められて くる・また・天比古やi

鎌足にも見せ場があるため、充実した男役を多く抱える組の公演に適し・

1た作品といえる・i
ii

ii

;1976年 ・花組公演(初 演)i
ii

i宝塚大劇場'棘 宝塚劇場で蟻 当日糀 組は榛舳 梨'安 奈渤 ダ…

iブル トップ体制・

;トップ2人 の健 か ら榛 名(演 技派 として知 られた)を 鮒 の強い中i

i}

i大兄に・安奈(純 粋な綱 気と歌助 で知られた)を 大海人に配役 し・i

i安奈に美 しい主題歌 「紫に匂 う花」が与えられた。
…

;

i1977年 ・雪組公演(副 題 「大海人皇子の章」)

i宝塚大劇場 ・東京宝塚劇場で公演。

掠 しげな舞台姿の トップスター汀夏子 を大海人 に、長身 で強い印象のあ

iる二番手麻実れいを中畑.配 役、大海人を前面に出した脚本となっ

…iた
。76年 版 に比べて、大海人の出番や彼 に言及するセ リフが増 え、ま

iた大海人のナンバ_「 宇治の即 出」カ・追加 されてい る.

i
i1995年 ・雪組 公演

}宝塚大劇場で蟻 棘 では公演されてし'概

i"大 海人皇子版"と して再演,二 番手格 の2人 高嶺ふぶ きと轟悠が中大
…
1兄と天比古を役替 りで演 じ、天比古にナンバーが追加 されてい る。
…
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トップスター一路真輝 は歌唱力 に定評があったため、大海人の歌唱場面

・が増えた他、鎌足 を演 じた香寿たっ き、小月 を演 じた星奈優里な ど、脇

役 まで充実 していた当時の雪組 にあわせ、鎌足にもナ ンバーが追加 され

た。
…

この95年 版 か ら寺田に師事 していた吉 田優子が作 曲陣に加わってい

る。

i翌年 の1996年 に全 国 ツアー が行 われ た。

…
i2002年 ・花組 公 演…

i福岡 ・博多座 で公 演

i初演以来久々の花組公演で、トップスター春野寿美礼の御披露 目公演 と

な った。 ・

"中 大兄皇子 版"と な
って、中大兄 が額 田へ の想 い を語 るセ リフ、大海i

i人が歌 う 「紫に匂 う花」 と中大兄の歌 う 「恋歌」が重な り合 う場面な ど…

iが加筆さ婦 終場面にも新場面が取り入れら砿

i禦罪 欝 で公.
i楠 人皇粥 とし、2。。2年 に引き続き瀞 じゅんが大海人皇子を1

i演じる(主 演 ・準主演両方で大海人を演 じたのは瀬奈が初 めて)。

最終場面などを含 め、全体的に95年 版 ・2002年 版を組み合わせた上演

姥 なっている。

紳 ・全国ツアーが行われ昼 、
……胤腎M甑塊一 … 岸… 甘^…… ㎝膳㌔～ 門

虞美人

脚本は白井鐵造、原作 は長與善郎作 『項羽 と劉邦』。昭和26年(1951i

年)8月 に初演 された。宝塚歌劇団に とって、初の一本立て(二 幕)作,
…

品。3ヶ 月連続 の ロン グ ラン を続 け、実 に30万 人 もの観 客 を動員 し、i
;

宝塚 史上 有数 の ヒ ッ ト作 となった。 、
…

昭和25年(1950年)か ら翌 年 にか け、相 次い でス ター が退 団 したが、『

この 「虞 美人」 を契機 に宝塚 ブー ム が起 こ り、危 機 を脱 した。i
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観 客動員数はその後の再演 と合わせて、345回 公演 で93万9100人 を・
途

i動員 した・ ……
}i

ii

i

i繕瓢翻 欝篇灘i
i}

i抜な演出も話題となった。

i初演は1951年8月1日 ～30日 に星組が宝塚大劇場で上演}

i}

…、95嘲 組.花組i
ii

iあま りの好評に続演が決定。続 く9月1日 ～30日 の月組公演、さらにi

i朋2日 一3。日の花舩 演 と3ヶ 肋 。ングランを猷i

ii

i・955欄i
iアメリカ軍に接収されていた東京宝塚劇場の記念すべき再開場第一作i

iとなっ耀 組力期 、6日一5月25日1.壌i
il
iiii

i・974年 星組 ・花組合同}

i宝塚歌劇60周 年の記念公演 として、星組 ・花組合同で二公演連続 してi

宝塚大劇場で上演。}
i

・3月23日 ～4月25日 は星組 メイ ン。この公 演 時のみ 、祝舞 『清

・ く正 しく美 しく』が併演 された。

・4月26日 ～5月23日 は花組 メイ ンi

・ 東京公演 も、合同公演で連続 して東京宝塚劇場 で上嵐i

・6月2日 ～30日 は星組 メイ ン。 祝舞 『清 く正 し く美 しく』 が併i
季 ゴ

i演 された。主な配役は大劇場 と同 じ。
ま1

と

・7月5日 ～28日 は花 組 メイ ン。シ ョー 『ゴール デ ン宝 塚60』 が

併 演 され た。主 な配役 は大劇 場 と同 じ。
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,1930年 代 のロン ドンを舞台に した ミュージカル。 ロン ドンの下町 ・ラ

ンベスで育った名 門貴族の御 落胤 を、跡継ぎ として一人前の紳士に仕立

てる物語。イギ リスの ミュージ ックホールの音楽をべ一 スに したテンポ

の良い音楽、小気味よいタップダンス、出演者が客席 で歌い踊 る場面な

1どが楽し、＼ 全年齢層向けの娯楽胤

i・937年 に英 ・ン ドンで初演 され ・『マ イ'フ ェア ●レデ ィ』の男 性版 と

iも言 われ る。 コメデ ィア ンのル ピノ ・レイ ンに 当て書 き され た とされ 、…

i初演 で はル ピノ 自身 が主役 の ビル を演 じた。ル ピノの体 当た り演 技 が評

…

i判とな りロング ラン公 演 となった 。ル ピノは1937年 の初 演 をは じめ、

i1941年 、1945年 、1949年 と再 演版 で もビル役 を務 めて い る。

…

i1985年 リバイ バル上 演 では ロバ ー ト ・リンゼ イ が主役 の ビル を担 当。

…
…1986年 には、米 ニ ュー ヨー クの ブ ロー ドウ ェー に も上 陸 した。

…
ミー&マ イ ガ ール

…

i・1987年 に月組 で初 演(演 出:小 原 弘稔)。 宝 塚 歌劇 で 同一 の組

iに よる。ングラン講 を髄 朋 の新人蠣 では研(入 団

i1年 目)の 天海祐希が主演 した ことも話題 になった。

}・ ・995郵 ップスター天海儲 麻乃佳世退団蝋 ・996年

iに 中 日劇場公嵐 演出の小原が 、994年}.病 死 したため、初欝

i演 出助手だった三木章雄が演出を担当 した。

…

・2008年94期 生初舞台公演。トップ娘役彩乃かなみの退団公演。

、 同年に博多座公演。

…

i'1987年 の初演 時に線 団初の冠公演 としてUCC上 島珈嚇 協
i賛 、以後の上演全てにUCC上 島珈瑳 が協賛で参加 している。

i
iガス トン ・ルル ー の小 説 『オペ ラ座 の怪 人 』の アー サー ・コ ピ ッ ト&モ

フ ァ ン トムi一 リー ・イ ェス トンに よ る舞 台版 で ある・1991年 鵬 当初 ・ ブ ・一

1ドウェイでの上演 を目指 して製作 中だったが、一足先にロン ドンでアン
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ドリュー ・ロイ ド=ウ ェバ ー版 が 大 ヒ ッ トして早 々 とブ ロー ドウェイ上

演が決 定 して しま ったた め、ス ポンサ ー の ほ とん どが 離れ 資金 面 の問題

iで上 演 を断 念 した。

iその後、TVド ラマ用 に修正 した脚本 をアメ リカのテ レビ局に売颯199・i

年 に ドラマ化 ・放映され、青年エ リックとしての人間性や 出生の秘密な ・
…

iど、原作 と大きく離れ独 自に掘 り下げ られた内容が賛否両論なが らも好i
…

i評を博 し、1991年 テ キサ ス州 ヒュー ス トン で リチ ャー ド ・ホ ワイ ト(フi

iアン トム)、 グロー リー ・ク ラ ンプ トン(ク リステ ィー ヌ ・ダエ ー)に て初 …

演 全米ツア_を 経てその後も世界各地で上演されている。i
卍}ii

i2・・4…i
i和央ようか、花総まりのコンビで初演i

il

i2006年 花組i

i歌唱力に定評があった醐 寿美礼と桜野彩音によって再演i

このよ うな華やかな世界を観客を も巻き込む形でブームを引き起 こす ことになったのであ

るが、それ らを演 じる 「生徒」たちを養成す る期 間 としての宝塚音楽学校 の組織 について

次 に触れておきたい。なお、ここで示すのは、近年 の状況である。

宝塚音楽学校生の年齢と人数

宝塚音楽学校入学試験を受け られるのは、その春 中学校 を卒業 した者 か ら、高校 を卒業

した者までで あることか ら、一学年に、中卒、高1中 退、高2中 退、高卒 で入学 した者が

いて、同 じ期(学 年)で も年齢の幅がある。一年 目を予科生、二年 目を本科生 と呼び、2年

間の修業年数 になる。一学年の人数は、その年 によって合格者数が違 うため異なるが、約

40名 ～50名 で、予科生 ・本科生を合わせて、常に、約80名 ～100名 の生徒 が学んでいる。
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では、実際 に彼女たちはどのよ うな授業 を受 けているのであろ うか。以下にその授業 内

容 を示 してお く。

授業 内容

ほ とん どが舞台に立つ上で必要な実技であるが、譜面を理解す るための 「楽典」や、礼

儀i作法 を学ぶ 「茶道」 も長年教えられてきた。

比較的新 しい授業が 「英会話」である。歌劇団に入団すれば、海外公演や、外国人スタ

フに振付 を受 けた りす ることもあ る。また、英語の歌詞の歌 を歌 う場合 も多 く、そ のよう

な必要性 か ら新 しく授業 として 「英会話」が取 り入れ られた。

予科生は、上記のすべてを習 うが、本科生になると 「楽典」 「音楽史」 「狂言」 「茶道」は

な く、その分舞踊全般、「声楽(ク ラシック)「 ポピュラー」 「演劇」など、舞台 に最 も必要

な授業 の時間が増 える。予科生、本科生はそれぞれ 、Aク ラス、Bク ラスの二つ に分かれ

てお りAク ラス、Bク ラス別々の授業 もあれば、合 同の授業 もある。

授業1コ マは80分 で行われ、休みは日曜 目のみで、月曜 日か ら土曜 日まで充実 した授業

が行 われている。お昼休みの50分 を挟み、午後6時 半まで授業が行われ る時がある。授業

か ら授業までの休 み時間はわずか10分 で、レオター ドや着物に着替 えた り、教室問の移動

も多 く、常 に緊迫 した時間の中に置かれている。舞台 に立つ よ うになってか らの早替わ り

は、 この時期か ら訓練 されているのである。次 に、本科生の授業時問例を以下に示 してお

く。
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●本科生の一 日

9:00～10:20 A声 楽

Bモ ダンダンス

10:30～11=50 Aモ ダンダンス

B声 楽

12:40～14:00 A日 本舞踊

Bピ ア ノ ・琴 ・三味線

14:10～15:30 Aピ ア ノ ・琴 ・三味線

B日 本舞踊

また授業 の一環 として、宝塚大劇場の公演を観 る時間もある。 尚、様 々なイベ ン トに参

加 した り、遠足や修学旅行 もある。

講師

約50名 の講師がいる。それぞれの科 目に専門の先生が多数い る他、宝塚歌劇団の演出家

や振付家、作 曲家も授業を行っている。

試験

前期 ・後期 の二期制の下、期末試験をは じめ各科 目で行 われ る。そ して試験 による成績

は、様々な ところに反映 される。成績上位2名 ずつが各クラスの委員 に選 ばれた り、文

化祭や校 内発表会の配役決めの参考になった りする。本科の最終試験 は、初舞台時の香

盤 にそのまま反映 される。

教室

鏡張 り、ピアノや黒板、畳、所作板張 りなど、各科 目に適 した大小様 々な教室が ある。

その他 に茶室や講堂 とい う施設 も措かれ ている。講堂は、朝礼や式典 の他、A・B合 同

の授業や 、文化祭の練習が行 われ る。着替えや食事を摂 る場所 として、予科ルー ム、本

科ルー ムがあ り、 この部屋 のみそれぞれが明確 に分 けられている。

高校卒業資格

平成15年 度 よ り中卒や高校中退入学者が、高等学校卒業資格 を修得できる単位制 の制度

が導入 された。高2中 退 の生徒なら1年 間、高1中 退の生徒な ら2年 間学習 し、音楽学

校在校 中に単位が修得できる。 中卒の生徒にいたっては、歌劇団に在籍 しなが ら単位 を
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修得することになる。舞台に必要な多 くの授業 を受 けつつ高校卒業資格 を修得す るのは

かな り難 しいが、近年高校卒業が当た り前の時代であ り、退団後の進路 を考え取得す る

ものが多い。

制服

冬服一 白の長 袖 ブ ラ ウス,グ レー の ジ ャンパー ス カー ト,赤の蝶ネ クタイ,グ レー の ボ レロ、

グ レー の制帽 、寒 い 日は グ レー の コー ト。

夏 服一 白の半袖 ブ ラ ウス、 グ レー の ジャ ンパ ー スカー ト、赤 の蝶 ネ ク タイ 、 グ レー の ジャ

ンパー ス カー トは、夏 冬兼 用。

通 学靴 は 、予科 生 は黒 の ロー フ ァー 、本 科生 は黒 の ヒール。

靴 下 は、予科 生 は 白の三 つ折 りソ ックス、本科 生 は ス トッキ ングな ど。

髪型は、予科生の長い髪の人は額を出 した三っ編み(ゴ ムの色は黒か茶色)。 短い人は額に

髪が垂れないようにす る。本科生は、宝塚音楽学校の生徒 としてふ さわ しい ものであれば
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比較的 自由。髪飾 りな ども構 わず、そして予科、本科 とも、髪を染めることは許 されない。

授業の際の稽古着は、 レオター ド、浴衣や着物 、シューズ各種、他付属品。

校章の ロゴが入 ったジャージの上下もある。

また、式典 の際 には、緑の袴 に黒紋付か柄物の着物 を着 る。 この緑の袴や黒紋付は、劇 団

に入団 してか らも使用す る。

寮

自宅か ら通 える生徒以外は、全員、すみれ寮 に入 る。一人暮 らしや親戚な どの家か ら通

うことは許 されていない。

礼儀作法

長年、宝塚音楽学校で教え られ る礼儀作法や言葉使 い、規律の厳 しさが遵守 されている。

その礼儀作法や規律のほとん どは、学校の先生が教 えるのではなく、本科生が予科生に

指導 し、それが代々受け継 がれているものもあれ ば、時代 と共 に変化 してゆ くものもあ

る。『ベルサイユのばら』の初演頃よ り、厳格 さ力贈 している。 しか し近年それが幾分緩

やか にな り、本科生、予科生 とも以前 よ り授業に専念できるようになった、 といわれて

い る。道や廊下 を歩 く時、 どちら側を どのように して歩 くのか。挨拶 は何 と言 うのか、

または目礼 だけなのかな ど時間帯によってそれぞれ違 う。制服や髪型 な どに少 しも乱れ

があってはな らないな ど基本的な規則は現在でも厳格 に守 られている。

さらに校舎 内の隅々まで丁寧 に清掃することが、予科生に課せ られ てい る。結局 これ ら

の厳 しい 日常生活での規則の遵守は、結果的に舞台人 としてわきまえてお く最低限のマ

ナーの育成 を図 る目的であった。つま り、歌劇団に所属 してか らの立ち居振 る舞 いや、

上級生へ の敬意 の養成を行 うものである。

宝塚音楽学校 のシステムにっい て詳細に示 したが、この ような細部にまで音楽学校独 自

の方針 が徹底 され 、近年の社会的要請に呼応 しつつ も、伝統的な教育姿勢 を継承 してい る

ことが理解 され るであろ う。それ が、彼女たちを単なる芸能人 としてではな く、プ ライ ド

を持 ったエ ンターテイナー としての自覚を促すのであ り、決 して社会的マナーか ら逸脱す

るのではな く、む しろそれを常に心がけているのである。 その意味で、人間教育の基礎的

な教育が宝塚音楽学校 の底辺にあるといえるだろう。
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この よ うな厳 しく管理 され なが らも、 自ら切磋琢磨す る音楽学校 において、その成果 を

発 表す る機会 として 「文化祭」が行 われている。次に、この 「文化祭」の意義についてみ

てみたい。

文化祭 の存在

現在 の文化祭 は、2月 頃に宝塚バ ウホール において、本科生主体で行 われ る。文化祭 と言 っ

て も、学校 内の講堂などではなく正式な劇場 で行われ、有料 で一般 に座席券が発売 されて

い る。 その意味で、この文化祭は、単な る学習発表会 ではな く、一つの公演 と位置づけ ら

れている。開催 日は毎年2月 の二 日間を使 って行われ るが、両 日とも正午 と午後4時 の2

回の通算4回 公演が行われてい る。内容的には毎年異 なるが、舞台の内容 は、例 えば 「第

一部 ミュー ジカル」「第二部 シ ョー」 といった歌劇団のプ ログラム と同 じ構成になって

い る場合 がある。 この文化祭 にお いて、歌、芝居 、バ レエ 、ダンス、 日本舞踊な どの、歌

劇 団入 団ののち、 もっとも必要 とされる主な実技がここで試 されるのである。次 に文化祭

までの準備期間の流れを言えば、まず配役 は、各実技科 目の成績 を重視 して行 われ る。ま

たス タッフに関 しては、音楽学校 の講師陣だけではなく、実際に歌劇 団の構成 ・演出など

を行 っている演出家が加わ り演出を行 う。

文化祭 の主役は、あくまでも本科生であ り、予科生 は、 コーラスなどで参加す る。 この

よ うな歌劇 団 と同 じよ うなシステムで行われるが、この間(練 習 開始 は12月 か ら本番の2

月まで)本 科生は上演に向けての練習を行 う。予科生は、この舞台上演 を支援す ることで、

将来的に、本科か ら歌劇団へ と進む 中で、舞台 に関わ る様 々な仕組み を体験的に学ぶこと

にな る。次 に実際に文化祭の状況が どの よ うなもので あるのかを、具体的 に画像で示 して

お く。

画像1:1960年 代に行われた文化祭 でのシ ョーの一場面

画像2:上 記 と同 じ文化祭での ミュー ジカルのひ とコマ

画像3:2008年 に行われた2月 に行 われた文化祭での 日舞の場面
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文化祭終了後、通常の授業に戻 り、卒業試験、初舞台の稽 古、卒業式、宝塚歌劇 団入団

とい うスケジュール となる。以下の画像 は、入団後の初舞台のラインダンス様子である。
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(以上の画像は、「#5」よ り)

以上文化祭の流れ を解説 したが、学校教育 における文化祭 の進め方 に大 きな示唆を与 えて

くれ るものであろ う。それ については次の次章で詳 しく論 じたい。
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第 四章 アー トマネージメン トと宝塚音楽学校

第一節 アー トマネージメン トとは

アー トマネージメン トの定義は国内外で様々な定義が試み られてい るが、平成12年 度版

『我 が国の文教施策～文化立国に向けて』(文部省編)で は 「アー トマネジメン トは、文化施

設 の運営や芸術文化団体の活動、あるい は芸術文化 関係の催 しをより効果的で大きな成果

をあげるた めの活動 を総称 したものです。そのない ようはきわ めて広い範囲 にわた ります

が、具体的 には、企画制作、経理や組織管理な どの管理関係 の業務 、広報活動やマーケテ

ィングな どの業務が含まれます。」1)、 と述べ られ てい る。

だが芸術 と一言で言っても、最近の芸術 を巡 る状況 は、大 きな転換期を迎 えている。指

導要領 に も 「心 の豊か さ」 とい う言葉が記載 されているとお り、心の豊か さを求める声が

高 まるなか、よ り多 くの人 に、芸術 を享受す る機会を与 えるこ とが求 められている。その

た めには、芸術活動の質的向上 と観客の増加、資金の確保 な どが必要不可欠であ り、 これ

らを効率 よく進 めるために研究 されているのがアー トマネージメン トである。

一方
、マル チメディアの発達により、メデ ィアコンテ ンツ としての芸術 、芸能 の重要性

の増大、 コン ピューター を利用 しての作曲や演奏の可能性 、地域に根差 した芸術活動の胎

動 な ど、アー トマネージメン トが対応す る問題 は一刻 と変化 し、複雑化 してい る。特に コ

ンテ ンツ産業は携帯電話、インターネッ ト、コンピューター ソフ トとい ったデ ジタル形式

の新 しい コンテ ンツを生み出す と共に、従来か らのアナログ形式 を取 り込む ことに よって

さらに複雑 化 している。社会 の期待 ・要望に応 えられ るアー トマネージメン トを展開 して

い くには、不断の研究が求め られる。渡辺通弘氏は、アー トマネー ジメン トとメデ ィアマ

ネージメン トに期待 され るものを次のよ うに表 に表 してい る。

1)文 部省 『我 が国の文教施策～文化立国に向けて』:2000:p87
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アー トマネージメン トに期待 され るもの メデ ィアマネージメン トに期待 されるもの

芸術の質的向上と量的拡大 コンテンツの質的向上 と量的拡大

観客の増加 顧客(視聴者)の増加

文化への貢献 文化への貢献

道義的 ・政治的責任 道義的 ・政治的責任

経営の改善 経営の改善

資金の確保 資金の確保

創 造 ・普及へ のメデ ィアの利用 芸術 ・芸能のコンテ ンツ としての活用

国民生活の質の向上 国民生活の質の向上

〔渡辺 通 弘:2001:15〕

この表 か らもわかるとお り、ただ芸術 ・芸能活動を効率よく運営す ることだけがアー ト

マネージメン トとい うわけではない。心 の豊か さは 目には見 えないが、それ を求 める上で

作品が道義的 であ り、文化への貢献があるものではな くてはならない。 それが国民生活の

質 の向上 につながっていくと考える。

第二節 小林一三の発想 とアー トマネージメン ト

小林一三翁 は、明治6年(1873)、 山梨県に生まれ、1900年 代初頭 に阪急電鉄や東宝を

創設 育成 し、 これ を発展 させ、商工大臣、国務大臣兼復興院総裁な どの要職 を歴任。 目本

最初のター ミナル デパー ト(阪 急百貨店)を 開設 し、すばらしい創意 と実力 をもっ偉人 と

して今 なお追慕 されている。 とりわけ宝塚歌劇 には深い情熱 を うちこみ、生徒たちをこよ

なく愛 した。 「清 く、正 しく、美 しく」 とい う遺訓は、宝塚歌劇 団のモ ッ トー として、生徒

やス タッフの胸 に今 も強く生きているのである。84年 の生涯、 日本の経済界、政界、そ し

て何 よ りも宝塚歌劇 に大きな功績を残 した。

第二章第一節 で、小林一三に とっての宝塚歌劇 団は単なる利益 目的の ミュー ジカル企業

集 団ではなく、 「歌劇」を人々の暮 らしの質的向上につながるように振興芸術 の域まで高め
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よ うとしていた こ とがわかる。 またそのこ とが当た り前 となる時代 が来るこ とを予測 して

いた、 と述べたが、現在ではこのよ うな活動が`ア ー トマネー ジメン ト'と い う言葉で存

在 している。アー トマネージメン トは、『日本アー トマネージメン ト学会』の発足が1998

年 とい うことか らもわかるよ うに、近年注 目され るよ うになった分野である。小林一三は

大正初期の頃か らすでにアー トマネージメン トとい うものに着 目していたといえる。

多 くの人 に音楽に触れてもらうために、小林一三が試 みたのは、劇場 の経営方法 を大 き

く見直す ことだ った。それ まで支配的であった旧来の松竹 にお ける劇場経営方式 に対抗 し

て、まず演劇 での特権階級独 占からの脱却を主張 し実践 した。

その第一は 「連 中の廃止」、第二は料金の引き下げ と冷暖房設置、第三には劇場内への入

り口や客席 の椅子の質 を平等にす ることな どであった。 さらに第四に劇場 内での食事やお

土産品 に至るまで、全て市価並みの値段 にするなど、大衆本位、家庭本位 とい う新 しい理

想 を興行界に実現 しよ うと試みた。

そ して宝塚歌劇 の特徴は、出演者 は女性だけ とい うことである。男性 の役 は男装 した女

性 が演 じる、 ミュージカル、 レビュー、 シ ョー と多岐 にわたる公演 ジャンル、和洋 どち ら

もこなす幅広い公 演 レパー トリーな ど、宝塚歌劇 を象徴する事柄 は多 くある。特 に大規模

な レビューや シ ョーを定期的に上演する劇団は、世界で も宝塚歌劇だけである。世界中で

も役者が女性 だけで編成 された劇団は宝塚歌劇 団だけである。男性 の役 も女性だか らこそ、

格好良 く、キザ に演 じることができ、女性 を魅了す る ことがで きる。つま り女性 の気持 ち

を一番知ってい る役者が演 じてい るので ある。それ があらゆる女性 をとりこにす る、あの

華やかで麗 しい世界を生み出 していると言える。

宝塚歌劇 の舞台 をより華やかに演出す る要素 として大 きな役割 を担 ってい るのが色鮮や

かな衣装の数 々で ある。宝塚歌劇の公演 はそのほとん どが、 ミュー ジカル と、歌 ・ダンス

を中心 としたシ ョーの二部構成 でな されているが、その うちのシ ョーでは、パ リの レヴュ

ーを思わせ る豪華絢欄のきらびやかな素材 を使 い作 られている
。 この衣装 は、単なる衣装

として作 られ てい るのではなく、舞台上 の照明をよ り効果的に反射 させ役者 を光輝かせ る

のに役立 っている。主演 を演 じるものや、重要 な役 を演 じる生徒 ほ ど衣装 に施 され る装飾

品が多 くな り、観 客はその生徒が どれほ ど重要 な立場 なのか、また主要な役 を演 じている

のか否か、一 目で判断できるよ うになっている。同 じよ うな衣装や化粧 で踊っていては、

誰 が誰 なのか判別 しにくく、また始めて歌劇を見 る人に とっては、まだ名前 もわか らない

うちか ら劇 場に連れて行かれて も、 どの人 が誰 なのか とい うのがまった くわか らな くなっ
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て しま う。衣装に差 をっ けることによって、 どの人が主演 なのか見分けることができ、楽

しめる。 また演 じる側 にとっては、「早 く私 もあのような衣装を着てみたい」 とい う競争心

をあおるこ とにな り、 自動的 に切磋琢磨す ることになる。 さらに舞台や劇場 は 日本 では最

大級 の広 さであ り、後部座席の観客か らも十分に誰 が主演なのかがはっき りわかる。

さらに、劇 場には、観客を惹 きつけるための二つの工夫がな されている。一つ 目はオー

ケス トラである。 毎 日の公演 は、一部のものを除き、すべて宝塚歌劇 専属のオーケス トラ

による生演奏であ る。生演奏 によって舞台 に一体感 と躍動感が生まれる。 これが迫力ある

演奏 の秘密である。

二つ 目は、 「銀橋」 と呼ばれ るエプ ロンステージ と花道の長 さである。舞台→オーケス ト

ラボ ックス→銀橋 となってお り、舞台 より弧 を描いて飛び出 してい る。 この 「銀橋」か ら

一番 前の座席 までの距離は約50cmほ どであ り
、この 「銀橋」から様々なファンサービス

が行われ る。距離がかな り近いため、スター と目が合 うこともよくある。またここを渡る

こ とによって、端か ら端まで 「スターが来 る」 とい う楽 しみが生まれる。

宝塚歌劇 にかかわ らず、ほとん どの場合主演を務める役者 は舞台の中心に立 ち位置がお

かれ ることが多い。 したがって客席の端に座 る観客は、前の方であって も必然的に主演の

役者 か ら距離 が出来て しま う。座席料金は当然前か ら順 に高 くなってい くため、端に座 る

観客 にど うして も不満が残 る。小林一三はこの点に目をつけ、スターが何度 も橋を渡る 「銀

橋」 を作った。 また舞台の左右には花道があ り、この長 さは約3メ ー トル。 「銀橋」のよ う

にスターが行 き来することはほ とんどないが、下級生が ここに並ぶことが多い。 「銀橋」に

は劣 るが、下級 生が何人 も並ぶ と、かな り華やかになる。宝塚 の劇場では どこに座 って も

料金 に見合 った楽 しみ方が出来るように工夫 されてお り、稼働率80%を 維持 してきている。

東京宝塚劇場ではほぼ毎公演100%の 稼働率 となっている。高い稼働 率を維持す るシステム

が作 られているのである。

小林一三のアー トマネージメン トの手法は、現代まで続いてお り、他のアー トマネージ

メン トに も参考 になる点が多々あると考 える。単に文化性の高い ものや、道徳的 ・道義的

な作品を上演 していて も、観客の増大 と観客数を維持できなけれ ば伝 えることが出来ない。

この よ うに宝塚歌劇が95年 もの間、変わらず支持 され経営 も続いていることが、95年 間小

林一三のアー トマネージメン トが成功 してい るとい うことだ といっても過言ではないだろ

う。
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「宝塚大劇場」の銀橋

宝塚歌劇は1933年 以来、花 ・月 ・雪 ・星 とい う4組 で構成 されている。そこに1998年

1月1日 、宙組が誕生 して5組 体制 になった。基本的には各組の看板的存在 である男役 ・娘

役、それぞれの主演スターがいる。また、特別に一芸に秀でた生徒 が集 まる宝塚の宝箱的

存在が専科である。 どの組 にも属 さず、必要 に応 じて各組の公演に特別 出演す ることによ

り舞台をキ リッと引き締 める役割 をしている。

川崎賢子氏は 『宝塚一消費社会のスペ クタクルー』(1998:講 談 社選書メテ ィエ)の 中で

次のよ うに宝塚歌劇 を分析 している。次のカテゴ リー は筆者が独 自に トピックスをまとめ

たものである。
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●宝塚と劇団四季と比較

宝塚歌劇団 劇団四季

経営主体 阪急電鉄株式会社 四季株式会社

創立年 1914 1953

創立者 小林一三(箕 面有馬電気軌道株式会社社長) 浅利慶太ら慶応義塾大学

などの学生10名

専用劇場 宝塚大劇場 ・東京宝塚劇場 ・バ ウホール 電通 四季劇場 〈海〉、四季

劇場 〈春〉 〈秋〉、名古屋、

大阪、京都、福岡に7劇 場

年間集客集 224万 人(1995) 233万 人(2001)

演技者数 花月雪星宙の5組 体制300名 以上 公 演 ご とにチー ム編成/10

組以上のチーム編成が可能

会員組織 宝塚友の会 四季の会(15万 人)

● 「宝塚」の独 自性

専用の劇場 を所有 し、団員養成の学校 を設置 し、座付 きの作家 ・演出家集団 を擁iし、

舞台装置 ・衣裳、照明か ら作曲家および専属オーケス トラにいたるまで、舞台に必要。

なあらゆる種類のスタッフを自前でかかえた 「劇団」は、 日本 にひ とつ しかない。そ

れが宝塚歌劇団である。

●観 客数

宝塚大劇場(通 年)103万 人。

東京宝塚劇場(年 間7ヶ 月公演)83万 人。

バ ウホール公演、地方公演その他38万 人。

総計延べ224万 人。
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●宝塚 とい うメディアの魅力

・先端的なメデ ィア。

西洋近代 と呼ばれる文化の受容のあ り方の一典型。

・一億総中流化時代の先取 り。

「清 く正 しく美 しく」一 先駆的な商品イ メージと脱商品化。

・ノスタル ジア も消費の対象 に。

・20・21世 紀のスターの誕生の場。

・観客への反転す るまなざし、性差の越境。

・成長 ・代謝 し続 ける歌劇
。

●1914(大 正3)年 創立。

近代的な意味での 「劇団」 としては 日本で もっとも長 い歴史を持つ。

(能狂言 、歌舞伎伝統劇の世界に 「劇団」 とい う概念は存在 しない)。

・発足は1913(大 正2)年 「宝塚唱歌隊」
。

・初公演 は、1914(大 正3)年 宝塚少女歌劇 として初公演。

●演 目の特 徴

・日本物 、時 代物 か ら洋 物、 コスチ ュー ム ・プ レイ 、 レビューや シ ョー 、 ミュー ジカ

ル 、 セ リフ劇 、ス トレー トプ レイ に近 い もの まで 、非 常 に幅広 い演 目。

・ほ とん どオ リジナル の新作 。

●女優ではなく、生徒

・演技者 はすべて未婚の女性。

●西洋近代 の受容 と宝塚

・「博覧会」の時代。

「婚礼博覧会」の余興 としての第一回公演/「 婚礼」が商品になった時代。
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●宝塚の創設者、小林一三

・箕面有馬電気軌道株式会社(現 在の阪急電鉄株式会社)の 開設
。

・鉄道事業 の課題 は、需要 を作 り出す こと。

●小林一三 の事業拡大

・鉄道、住 宅開発、ホテル経営、百貨店事業、娯楽産業(映 画 ・演劇、郊外 レジャー)、

電力事業。

・産業化 と大量消費社会のネ ットワークの要 となる装置。

・小林一三 の事業 は都市化、消費社会の誕 生 と並行 して成長 してきた。

・どの事業 も、産業社会、消費社会の 「文化装置」。

●小 林 一三 の 「国民劇 」 の理念

・大劇 場4000席 。

設備 、大 きさ、経営手法は洋式劇場にな らい、 しか し、舞台 と客席の間の一体感

は確保。

・高度なフィクシ ョン としての 「清く正 しく美 しく」
。

産業社会、消費社会の暗部 を覆 うプロパガンダ。

・大 衆 が仮 託 す る夢 の世界。

レ ビュー 「モ ン ・パ リ」(岸 田辰 弥作)1927年

「パ リゼ ッ ト」(白 井鉄造 作)

・小林一三のアイデア。

デパー ト最上階の食堂、電車の中吊り広告。

●阪急 と宝塚の発展

1910年 箕面有馬電気軌道、営業開始

分譲住宅の販売開始、 目本初の住宅ローン販売を始める

1918年 阪神急行電鉄株式会社(阪 急電鉄)と 改称

1919年 パ ラダイス劇場か ら公会堂劇場 に移動、初の有料公演

1919年 宝塚音楽歌劇学校

1921年 花組 、月組が誕生
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男役 と娘(女)役 の分化

1924年 宝塚大劇場(客 席数4000)竣 工

新たに雪組 を創設

1929年 阪急百貨店(大 阪梅 田)開 店、 日本初のター ミナルデパー ト

ターミナル駅を利用する大衆向け大食堂が中心

(三越は 伝統ある呉服店の顧客を重視)

1932年 株式会社東京宝塚劇場(東 宝)創 立

星組 を創設、四組体制に

1944年 宝塚大劇場、東京宝塚劇場が閉鎖 を命 じられ る

1998年 宙組(そ らぐみ)を 創設(1933年 の東京宝塚劇場建設の際の星組以来)

花月雪星宙の5組 体制になる

●清 く正 しく美 しく

・「清 く正 しく美 しく」 東京宝塚劇場開場前後 に流布。

・旧来 の興行形態 、俳優の待遇法、花柳界な どとの癒着構造に対す る小林一三の批判。

・女性 を しばる古めか しい性道徳 ではなく、当時のモ ダニズムの感性を示 したもの。

●明治 のハイカラか ら昭和のモダニズムへ

(西洋趣味、和魂洋才)→ 日本的近代主義(経 済力の優位 の肯定)

1920年 代 レビ ュー の流行

●宝 塚 レ ビュー のキー ワー ドは、 「なつ か しさ」 と 「ノス タル ジア」

・どこで もない場 所 、ユー トピア。

・ノス タル ジア。

故 郷 を失 った もの の病

◇ ヨハ ンナ ・シュピー リ 『ハイジ』(1880)

野上弥生子訳で、「世界少年文学名作集」第八巻(1920、 家庭読物刊行会)に 収 め

られ、少女たちの必読書に。

「故郷 のアル プスから都会のフランクフル トに出た少女の病、ホームシ ックによ

る夢遊病 と神経衰弱は、帰郷によってすみやかに癒 される。それ どころか フラン
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クフル トの主家の少女クララの病 も、ハイジの故郷アルプスの自然 によって癒 さ

れ る」 とい う物語 に代表 とされ るよ うに、懐か しさは人の心 を癒す と考え られる。 この

効果 を無意 図的に上演 されることによって人々の心 をつかんでいる。

・つね に新 しいスタイルでノスタルジアを表現することが宝塚 レビュー独特の形式。

●宝塚は、学校であり、モラ トリアムの時期

●宝塚 とい うシステム

・ファンの共 同幻想によって成 り立つ。

・さまざまな序列が錯綜す る。

・男役 と娘(女)役 の分化、スターの序列、学年順 ・成績順の序列。

・虚構 としての自律性。

●進 化 す る宝塚

・「ベル サイ ユ の ば ら」 の大 ヒ ッ ト。

1974年 第 一次 「ベル ば ら」 ブー ム。

1989年 第 二 次 「ベ ル ば ら」 ブー ム 観 客動 員数300万 人 宝塚 史 上最 大 の ヒ ッ

ト作 。

・「エ リザ ベ ー ト」

この よ うに、非常に特徴のある劇 団であ り、経営にも生徒の管理 にもほかの劇団 にない

手法を とっている。
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第三節アー トマネージメン ト教育

わが国にお けるアー トマネー ジメン ト教育は、主に高等教育機 関で行われている。 昭

和12年4月 よ り昭和音楽大学で 『アー トマネージメン ト教育 と人材育成に関する研究共

同研究』 がは じまった。2001年 度現在、アー トマネージメン トを教える高等教育機 関の

数 は、大学が29、 大学院では5つ であった2)。 その うちアー トマネー ジメン ト学科のあ

る大学は6つ であった(2004年 度新設予定の大学を含む)。この ようにアー トマネージメ

ン トの授業 を行 う大学や大学院 もあれ ば、授業の中で触れている大学 もある。 それが下

記 の大学(これ らについては前記 の数値 に入れていない)である。

● 学芸員や生涯学習の授業の中で触れるとした学校。

滋賀大学 教育学部 音楽教育学科、松山東雲大学 人文学部 人間文化学科

北海道大学 文学部、愛媛大学、高知女子大学

● 文化経済学の講義でアートマネージメントについて触れるとした学校。

大阪商業大学大学院 地域政策学研究科、千葉経済大学

名古屋大学大学院 工学研究科、松坂大学 政策学部

北海道情報大学 芸術情報学部

● その他 の講義でアー トマネージメン トについて触れ るとした学校。

名古屋市立大学 芸術工学部 生活環境デザイ ン学科

専修大学 文学部 人文学科(パフォーマ ンス論)

横浜私立大学(社 会人生涯学習科 目)、桜美林大学(社 会人 コース)

数 だけを取 ってみても、またそれぞれの大学での設置授業数だけでもかな りの大学で取 り

入れ られてお り、注 目され るべきものであることがわかる。

2)武涛京子 『我が国の高等教育機 関におけるアー トマネージメン ト教育の実態に関す る調

査』(2001年 音楽芸術運営研究所紀要NO,1一 昭和音楽大学音楽芸術運営研究所)
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第四節 心理劇 とアー トマネージメン ト教育

ここで、第二章で述べた 「心理劇 に視点を戻 してみ る。 「心理劇」の効果は、集団の場

で、参加者は監督、助監督(参加者の補助 をす る補助 自我)や役者、観客 として即興的にアク

シ ョンを行い、 この中で様々な体験 をし、創造性 と自発性 を働かせ ることによって、カタ

ル シス と新 しい行動可能性 を獲得す る。そ して演技を通 して 自己へ の洞察や他者 との共感

を深めることになる、 と述べた。

現在行 われているソーシャル ・スキル ・トレーニ ングのロールプ レイや、単なる音楽劇

だけでは、子 どもたちの個性 を尊重 し、長所を伸 ばすには限界がある と筆者 は感 じた。 同

じ役者 とい う役割だけでは、歌唱に 自信 がある子や音楽的技術 がそなわってい る子が活躍

し、それ以外 の子は逆 に苦手意識を持ち、積極性が失われて しま う可能性 がある。 これ で

は、せっかくの心理劇の効果 も逆効果になって しま う。

その反面、大学で行われているアー トマネージメン ト教育は、それぞれが役者 、監督 、

衣装 、経理な どそれぞれが役割 を分担 し行 っているのが主流 となってい る。それは初等 ・

中等教育の規模 で行 うもの とは違 うからであるが、規模 を縮小 して行 えば、十分に中等教

育で もアー トマネージメン ト教育は可能である と考 えられ る。

実際 に、宝塚音楽学校の生徒 も、年齢にすれ ば15歳 か ら20歳 までの生徒が在籍 してお

り、 中等教育 に相 当する年齢 である。普段の授業は、演劇 の知識や技術 の習得 のためのも

のだ けではなく、完成 された女性を 目指 した総合的な教育が行われ る。特 に文化祭では、

予科生は舞台 の裏側 を手伝 う。受付や、チ ラシの準備 、衣装や小道具の準備 ・片付 けな ど

細心の注意 が必要 とされ、裏方の重要 さやあ りがた さ、感謝 の心を学ぶ。決 して役者 にな

るためだけの授業だけではない。

また社会へ の貢献 として、募金活動、各種イベ ン トへ の外部 出演な どがボランテ ィアで

行 われてい る。
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宝塚音楽学校生徒による街頭キャンペーン

(阪急逆瀬川駅前デッキー帯にて、防犯啓発グッズを配布)

宝塚音楽学校 では、宝塚歌劇団 といった劇団に入 団す るとい う前提 の下、舞台を運営す

る仕組みか ら、社会貢献までまで を学ぶ。 宝塚音楽学校はま さに ソーシャル ・スキル ・ト

レー ニングを兼ねたアー トマネー ジメン ト教育を受けてい る。生徒たちは最終的に宝塚歌

劇団 に入団 し、人前で技術 を披露す るとい う目的があることで、積極的に授業に取 り組み、

また集団の中で同 じ目的を持った仲間 と共に社会的スキルを身 に付 けている。宝塚歌劇団

が2009年 で95周 年を迎えるが、音楽学校での社会的スキルの習得 がなけれ ば、早期 に入
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団者が減少 し、存続 して こられなかったであろ う。 このこ とか ら、や は りアー トマネージ

メン ト教育 は社会的スキルを身に付 けることのできる有効な手段の一つ と考 えられる。

筆者 の考 えるアー トマネージメン トを取 り入れた授 業の構成は、以下の通 りである。

1.子 どもたちの役割分担を決 める

・監督(リ ーダー)

・演 出(数 人で場面を区切って担 当す る)

・宣伝や予算管理(ポ スター作 り)

・衣 装 ・小道具 ・音楽 ・大道具製作

・役者

2.教 師の役割

・台本の作成

・楽譜 ・録音音楽の手配な ど

・発表 が終わった後に、学んだ ことをや反省点を振 り返 るための ワー クシー トなどを

作成す る。

3.発 表の場 を設 ける(出 来れ ばボランテ ィアで介護福祉施設 な どで公演する)。発表

を最終段階の 目標 とし、それ に向けて準備 を進 める

この よ うな授業の構成 で望む ことで、よ り宝塚音楽学校 の手法を参考 とし、筆者 が考える

効果 的なアー トマネージメン ト教育である と考 えられ る。
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終わ りに

高等学校学習指導要領 には、「芸術 の幅広い活動を通 して、生涯にわた り芸術 を愛好する

心情 を育てる とともに、感性を高め、芸術の諸能力 を伸ば し、豊かな情操 を養 う」とある。

授業 に 「音楽劇 」 を取 り入れるものはい くつかあるが、アー トマネージメン トの手法 を組

み込む ことによって、音楽が得意な子、苦手 な子 も十分に参加 できるものにな ると考える。

それ ぞれがお互いの能力 を認 め合い、発揮す ることで自信 を持ち、それ が結果的に授業へ

の積極性 につ ながっていくことが期待できる。

また集 団で何かを 目標 にし、作 り上げることで、人間関係 を潤滑に進めてい く術 を学ぶ。

相 手の気持 ちを考えた上で、 自分 の主張 をす ることや、回 りに合 わせ る協調性 は、生涯 に

わたって必要な社会的スキルであ り、現代 の子 どもた ちに とって最 も必要 とされ る能力で

ある。友達同士で遊ぶ場 を奪われ、 自分の気持 ちを うま く表現できずに苦 しむ子 どもたち

が どん どん増えてい く中で、他教科や総合学習 と提携 しやすい音楽劇 の授業は、ここへ き

て現代社会 の問題 を見つめ、 さらに時代に合 わせた授業展開が期待 され る。

音楽 とい うものは、私 たちの生活の中では欠かせない ものであ り、 さまざまなジャンル

の音楽 が媒体を通 してあふれかえっている。知 らず知 らずの うちに心を癒 して くれ るもの

であった り、感動 を更に高めた りと、耳に して不快だ と感 じるものは少 ない と言 える。学

校教育の場で も、音楽の授業が嫌いだ とい う子 どもたちは少 ない。

教科書 に載っている音楽史やクラシック音楽に加 えて、も う一度我 々は音楽 の持っ力 を

振 り返 り、子 どもたちに必要 とされ る音楽教育を模索 してい くこ とが、 これか らの音楽科

教 育にも求め られ る と考 える。

そのモデル として本論 で取 り上 げた 「宝塚音楽学校」における先取的なアー トマネージ

メン トの手法は、創始者小林一三の発案に負 うところがおおきいのであるが、現在までそ

の手法 が有効に作用 していることを考えると、彼 の先見性 に驚 かされ る。そ して、 この先

見性 こそが、アー トマネージメン トの基本的な要素の一部であ り、学校教育においても積

極 的に検討 され る課題であると考 えられ る。個人 の能力 と集 団での協働 性がひ とつの構築

的な教育成果 と して得 られ ることができれ ば、新 しい指導の手法がそこに隠 されていると

考え られ る。その意味で、宝塚歌劇 とそれ を支える宝塚音楽学校、そ して様 々な関係者が

今 なお有効 に作用 しなが ら舞台を形成 してきていることは、今後の教育的な指針の一助に

なる と確信 してい る。単に、芸能的世界 として トー タルで捉 えられ るのではな く、1913年
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以来連綿 として社会的位置を確保 し続けてきた宝塚歌劇 とい う世界は、それ だけの教育的

基礎 とそれを生み出 した小林一三の理念 を、教育界 に取 り込んでい く価値を持 った もので

あ ると言 える。混乱す る学校教育の現状の中で、再び子 どもの感性や想像力 ・創 造力 を活

性化す る手法 を、今宝塚か ら学ぶ必要があるのではないだろ うか。

今 回の研 究では、実際に学校教育 の現場で実践す ることが出来 なかったが、 自分が教壇

に立つ 目が来た ときに、実践できる機会があれ ば実践 したい と考えてい る。
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